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日本における応援組織の発展と現状
―四年制大学応援団のデータ分析を中心とする試論―

丹 羽 典　生＊

Development and Current Status of Japanese Cheering Organizations:  
Data Analysis of Four-Year College Cheering Groups, Ouendan

Norio Niwa

　本稿は，日本の四年制大学における応援団を事例として，応援組織の変化と
現状を分析するものである。依拠するデータは，各大学応援団が刊行する印刷
物や大学の学友会関連の情報，応援団関係者が運営するホームページやソー
シャル・ネットワーキング・サービスなどに散在する各種の情報を中心に筆者
が集約・整理した。それらの分析を通じて，以下 3点のことを示した。ひとつ
めが応援団の起源と拡大について。国公立大学応援団のほとんどが戦後の大学
改革と時期を同じくして第二次世界大戦後に起源をもつのに対して，私立大学
の古くからある応援団はそうした断絶の影響をあまり受けていないこと。ま
た，ベビーブーム世代の進学期に大学の量的増大に合わせて多くの大学で作ら
れるようになったこと。ふたつめは，応援団の質的変化で，応援団の典型的な
型とされることもある三部構成（リーダー部，チアリーダー部，吹奏楽部）
は，もとの多機能的な応援団が機能分化とジェンダー構成の変化を経た結果，
比較的近年生み出されたものであること。そしてみっつめに，応援団の多くは
体育会所属であるが，一定数が独立団体的な位置づけにあることである。

 This paper presents an exploration of how Japanese cheering organiza-
tions change and an examination of their current status through cases of 
cheering groups, ouendan, at four-year universities and colleges in Japan. 

＊国立民族学博物館超域フィールド科学研究部
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The data used for this study were collected and organized mainly from print 
media published mostly by the respective cheering groups, along with various 
information from websites and social network services operated by the 
groups or, in some cases, the respective alumni associations. Through these 
analyses, general characteristics of the cheering groups were revealed: origins 
and expansion, radical shifts after World War II coinciding with post-war uni-
versity reforms, recent innovations of typical types of three-part compositions 
of cheering groups (leader section, cheerleading section, brass band section) 
and their rather independence-oriented position among student associations.
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1.1 問題提起

1.2 データ収集の方法

2 応援団関連データ

2.1 国立大学の例

2.2 公立大学の例

2.3 私立大学の例

3 データからみえてくる傾向と論点

3.1 応援団の起源と普及

3.1.1 設立時期の違い

3.1.2 戦後の再編とその影響

3.1.3 応援団の普及

3.2 応援団の機能分化とジェンダーの変
化

3.3 大学内における位置づけ

4 終わりに

1 はじめに

1.1 問題提起

　筆者は応援という切り口から世界の文化を通文化比較する研究プロジェクトを

進めている（丹羽 2015; 2016; 2018）。味方の活躍に歓声をあげたり敵に対して野

次を飛ばすことから，対象となる人々や場をもりあげるために複数の人が集まっ

てパフォーマンスを行うことまで，応援にはまざまな形態がありうる。ことに日

本の大学応援団は，そのバンカラと称される独特のスタイルや身体作法から，文

化論の対象として一部の研究者のあいだで取り上げられてきた。
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　日本における応援団の先行研究では，プロスポーツ等における私設応援団の存

在や活動のありように日本的文化の特徴を読み取るものがある（高橋 2011）。本

稿が特に関心を抱いているのは，アマチュアスポーツの領域の応援団（特に学生

団体の）である。そこでは，日本のスポーツ文化の一角を占める応援団の特徴を

分析する研究から（瀬戸 2013; 2017），しばしばバンカラと呼ばれるスタイルと

の右翼的・保守的な日本文化との親和性や連続性が読み取られたり（グドウルン 

2002; 2003），彼らの独特な言語の使用（姜 1997a; 1997b）までが，研究者の目を

引いてきた。

　このように日本の大学応援団とそれに関わる文化に関する研究は，これまで各

研究者各自の関心に基づいて進められてきたことなどから，応援団の特定の側面

について分析の焦点が置かれてきたという傾向がある。一方で，本稿の参照文献

の一次資料からその一端がうかがい知れるように，大学の応援団に関しては研究

者以外の人々が膨大な記録を残しているという事実がある。それらの多くは特定

の応援団の関係者が沿革や来歴についてまとめたもので，基本的に彼らが属して

いる（いた）応援団に焦点が当てられている。別言すると個別の具体的な団体に

関して詳細な記述がなされているものの，そうしたデータが配置されるような全

体像が明解ではなかったといえる。

　そこで本稿では，日本の大学応援団を事例として，全体的な流れをみるための

整理を行う。具体的には，本稿執筆時点における日本の大学応援団の現状に関す

るデータを通覧することによって，大まかな傾向を読み解き，それらの見取り図

を描くことに目的がある。四年制大学1）における応援団というより限定された

―しかし同時に現代の応援団で一番中心的ともいえる―場に，焦点を当てるこ

とでみえてくる傾向や特徴を指摘する。

1.2 データ収集の方法

　本稿では，以下の方法でデータを収集した。まず，電子媒体を含めて冊子の形

でまとめられている資料を可能な限り入手した。国会図書館，各種大学図書館な

ど蔵書を検索して，それぞれに収蔵されている大学応援団の記念誌，年ごとに発

刊される年誌及び臨時発刊されるパンフレット等を収集・閲覧した。図書館に保

存されていないが，古書市場に流れていたものは適宜購入して参照している。実
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際のところ，応援団関係の資料は，図書館にも古書市場でもなく，個人の手で保

存されている文書が膨大に存在している。それについても，筆者が本稿執筆時点

で入手できた限りで，データを確認してある。本稿作成上参照した具体的な資料

については，本稿末尾の一次資料のリストを参照いただきたい。

　ついでインターネット上で公開されている情報を収集した。インターネットに

は，大学応援団に関する膨大な情報が散在している。そのすべてを確認すること

は媒体の性質上不可能であり，また情報の性質を考慮するとすべてを均等の重要

度をもって扱うこともできない。そこで，本稿では情報の信頼度を重視して，以

下の順で収集した。まず，大学応援団は，一義的には大学における公式・非公式

の学友会組織であることに注目した。各大学のホームページに掲載されている

（あるいはそこからリンクがはられている）大学応援団関係の情報を優先的に収

集して，依拠するデータとした。該当する項目がホームページ上にないときは，

応援団のメンバーが運営しているホームページやソーシャル・ネットワーキン

グ・サービス等に記載されている情報を参考にした。また大学応援団の OB会や

関係者と推定される個人が発信している情報も参考にしている。いずれも特定の

パスワード等の入力が必要とされないという意味で誰にでも閲覧できるページの

みを参照している。

　表 1から表 3のなかに整理された応援団関連情報は，このように印刷媒体にお

ける情報及び大学のホームページからはじまるインターネット上の情報に準拠し

て作られている。例外はウィキペディア情報で，設立年や設立に関する経緯につ

いて，上記の資料のなかに該当する情報がみあたらなかった時に，補足的に使用

している。表 1，表 2，表 3を作成した際の具体的な参照先は，それぞれ参考資

料 1，参考資料 2，参考資料 3として本稿の末尾に掲載してある。

　筆者がホームページ関連の情報の閲覧・収集に着手したのは，2014年頃であ

る。しかし本稿の作成に当たって，すべてのデータを 2017年に再度確認してい

る。したがってホームページ関係データの取得年数は概ね 2017年で統一されて

いる。各種の大学の総数は，2017年の文部科学省のホームページから得た数値

である2）。ホームページの更新時期にずれはあるし，応援団の存在が記載されて

いても，実際の活動実態が確認できているわけではないという問題は残るが，日

本の大学全体の応援団の現状と経年的変化を考察するもととなる資料としては，
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さしあたり参考になると考える。

　上記 2種類の応援団の関係資料は，ほとんどが和暦で記述されている。また団

体名の表記に当たり「應援團」のように旧字体が採用されていることも，しばし

ば見受けられる。この事実自体分析に値する側面ではあるが，本稿では，データ

としての閲覧性を重視して，西暦3），新字体で統一した。ただし大学名は文部科

学省のホームページにおける表記に準じているため，旧字が一部で残されてい

る。チアリーダーのチーム名については，各部のホームページでの表記にそろえ

てある。そのため表 1，2，3のなかでは，アルファベットの大文字・小文字の使

い方が統一されていない。

　表 1から表 3内のデータ上のカテゴリーにも注記をしておく。現在，応援団

は，大学によってさまざまなヴァリエーションがあるが，リーダー部・チアリー

ダー部・吹奏楽部の三部によって典型的には構成されているとされることもある

（加藤 2017: 14–15）。リーダー部とは，いわゆる男性による応援団を指す4）。この

構成は，後で議論するように，歴史的に核となる応援団が組織的に機能分化して

成立したものである。また実態として必ずしも 3つの部門で構成されているわけ

ではない。データではぞれぞれの応援団がどのように構成されているのか把握で

きた範囲ですべて記載してある。チアリーダー部と吹奏楽部に関していえば，応

援団と関係なく存在しているものもある。表 1，2，3のなかにおいて応援団との

組織上の関係の有無については，「沿革と構成など」の欄で触れるほか，名称に

「応援団・チアリーダー部」等と記載することで，明確にしてある。

　整理していくうえで問題となった点がいくつかある。まず，チアリーダーには

複数のカテゴリーがあることである。チアリーダーとひとことでいっても，応援

団の一部としてあったチアリーダー5），応援よりアクロバティックな演技を競う

ことを重視する競技チアリーダー，踊りを重視するソングリーダーなどの種類が

ある。一部バトン部（あるいはバトントワリング部等）も混在しているが，これ

はチアリーダー部の多くは設立時バトン部であった歴史の反映である。本稿で

は，応援団に属するチアリーダー部を中心にしているが，基本的にこれらのすべ

ては，表 1，2，3の「チアリーダー部について」の欄に取り上げてある。

　またいずれも相互に排他的なカテゴリーというわけでは必ずしもない。応援団

チアリーダー部でも競技大会に参加することはあるし，競技チアリーダーやソン
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グリーダーのグループが応援に駆り出されることもある。ダンス部であってもチ

アリーダーの要素を取り入れたダンスもする場合もある。しかし，参加メンバー

が目指す目的は，概ね異なっている。

　ついで吹奏楽部6）をみる。その位置づけも整理を若干複雑にする。吹奏楽部は，

設立当初から独立団体としてあった場合もあるが，応援団の一部門であったりす

ることもある。後者のタイプの吹奏楽部門が，次第に音楽活動に特化して，応援

団から分裂・独立して吹奏楽団となった例は珍しくない。実際のところ，現在応

援団の一部門として活動している吹奏楽部でも，同じような潜在的な分裂への動

きが存在していることはある。逆に，音楽活動に専心する吹奏楽部でも，同じ大

学のチームがスポーツ大会に出場した時などに応援活動に駆り出されることが珍

しくない。音楽活動に従事するサークルは数も種類も非常に多いため，本稿の表

1，2，3では，基本的には，応援団と関係する限りで掲載してある。応援団と関

係性のない吹奏楽部についても，本稿の議論の参照になると思われたものなど

は，適宜，補足的に記載することにした。

　応援団が学生主体の任意団体であることも関係していようか，記録が曖昧であ

ることはままある。設立年がよい例である。それに相当する年が各種の記録から

みつけられるとしても，自主的に結成された年なのか，大学に学友団体として認

可された年なのかは，明確でないことが多い。さらに応援団の活動停止・廃部を

へて復活した場合，設立年をどのように数えるのか。そもそも個人であるか組織

であるかを問わず有志による応援活動は，どの時代にもある程度存在していたこ

とは疑いないわけで，そうした活動を特定の団体の起源として数え上げるのかど

うかは，各団に現在属する人々の歴史意識とも関わり，客観的にたやすく整理で

きるようなものではない。

　設立年について，表 1，2，3では，筆者が印刷媒体及びインターネット情報な

どから確認できた年を記載してある。それらに，創設，創立，創部などと明言さ

れていればその年を記載してある。創設何十周年などの文言があればそれから逆

算した。情報の出所先で曖昧な表現であったり，情報のあいだにずれがありいず

れとも確定しがたい場合は，「頃」を付して記載してある。先行する組織体が存

在していても，それらをもって応援団の設立といえるか曖昧であるとき，あるい

は現在の応援団が必ずしもその組織体の創立をもって設立と認識しているとは限
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らないときには，表では設立
4 4

という文言の使用は避けている。

　現在では廃止された応援団に関する情報も，応援団研究という視点からは非常

に重要であるが，実際問題として悉皆的な把握には困難を伴う。本稿では，現役

学生による活動が明確でなかったものは，表 1，2，3の「沿革と構成など」の欄

でかつて応援団があった旨を括弧付して指摘した。まず間違いなく応援団が存在

していたと思われる大学応援団であっても，それに関する情報が載っている資料

が筆者の手元にないものは記載していない。

　今後の調査を通じて，データの欠落を補い，さらなる情報が集まることでより

正確を期することができるであろうが，本稿では執筆段階で入手できた情報でさ

しあたり構成されている。

2 応援団関連データ

2.1 国立大学の例

　2017年度の時点で，国立大学は 86校ある7）。表 1は，1.2で述べた収集方法で

関係するデータが入手できた 34校が掲載してある。また表 1では，国立大学の

応援団関係の情報を，応援団（リーダー部）の名称，大学における位置づけ（所

属・分類），沿革と三部であるかなどの構成，チアリーダー部，吹奏楽部の点か

ら整理した。現在，応援団リーダー部あるいはチアリーダー部に相当する部を

もっている国立大学は，32校にのぼる（37.2パーセント）。リーダー部のある大

学に限定すると 17校（19.8パーセント）になる。

　そのうち設立年がわかっている 16校の大学応援団数を年代ごとに数え上げる

と表 4となる。同表には，いまでは活動していない応援団で設立年情報が得られ

たものも含めてある。

　1940年代に設立された応援団のなかで，設立がもっともはやいのは東京大学

で，1947年のことである。このように整理してみると応援団が，第二次世界大

戦後の 1940年代後半から生まれて，そのほかの国立大学にも拡散している傾向

を読み取ることができる。以上のデータでは，現在の国立大学の前身である戦前

の大学はもとより旧制高等学校や旧制専門学校等（以下，旧制高校等と表記）の
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存在は基本的に含めていない。これは筆者の恣意的な選択ではなく，現状の応援

団自体がそう認識する傾向が強いことに基づいている。実際のところ，各応援団

や OB会が独自に発行している各種の記念誌，年誌，ホームページ情報などにお

いて確認した限り，ことに国立大学の前身の官立大学時代の応援団はほとんど言

及されていない。旧制高校等における応援団については，応援歌や演舞8）などの

特定のアイテムの継承に関しては言及されるものの，それを除くと基本的に考慮

されていない。そのことは，応援団には現行の団長を第何代団長と数える慣習が

あるが，そこでのカウントにも多くの場合旧制高校等の時代は加算されていない

事実とも照応している。

　例外は，北海道の大学である。表 4で，1900年代と 1910年代に団の起源をさ

かのぼっているのは，それぞれ北海道大学と小樽商科大学である。北海道大学応

援団の OBによって執筆された応援団史を参照すると，北海道大学応援団は，戦

前の予科時代の応援団からの連続性が認識されており，最初に団則が設置された

のが 1927年であるという（谷口 1978: 11）。また，応援団第何代の数え方にも，

戦前の時代がカウントされている（木村 2009）。北大応援団の団史の「歴代団長」

の表には，1918年度から記載されている（谷口 1978: 110–111）。小樽商科大学に

も同様な特徴が見て取れ，現在の団長は第 103代団長となっている9）。表 1でも

記載した通り，1912年の応援合戦を組織の伝統の起点として認識している節が

ある10）。

　ただしそれらの年をもって各大学の応援団が成立したと断定できない。現在の

表 4　年代別応援団設立数（国立大学）

年代 設立数
1900 1

1910 1

1940 1

1950 2

1960 6

1970 1

1980 3

1990 1
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応援団に先行して何らかの応援の活動の実態が確認されているというのが，より

正確な表現であろう。それらをもって団の成立とするのかはまた別である。実

際，後に取り上げる私立大学のなかにはそうしたものは応援団の前身の活動とし

て位置づけ，現在の応援団の成立年とは別にしている例もみられる。北海道大学

の例でさえ，先の書物のなかで第二次世界大戦に伴う応援団の廃止と戦後の復活

及び新制大学の下での再結成という事実を明記している（谷口 1978: 35–39; 46）。

　こうした違いが生まれた背景を理解するためは，各大学と応援団の設立事情な

どについて，各々の詳細な歴史的細部にまで踏み込んだ検討が必要となる。そう

した個別性からはなれて全体の傾向として，ひとつ確実にいえるのは，旧制高校

等は大学教養部の前身ではあるが，必ずしも同じではないという端的な事実であ

る。たとえば，旧制三高の学生が，東京帝国大学へ進学することもありえた。そ

う考えると北海道帝国大学の予科が札幌農学校時代のそれを継承しており，その

存在自体が前者は後者を起源とすることを「象徴」しているのである以上（天野 

2017: 41），現北海道大学応援団が，戦前の応援団との連続性を意識しているこ

とはそれほど不思議ではなくなる。

　ただしこうした差異は，必ずしもそうした高等教育機関の制度的な違いに起因

するものでもない。たとえば，神戸大学，一橋大学，大阪市立大学の応援団は，

三商戦というイベントを毎年開催している。名称から想像がつくようにそれぞれ

の大学がかつて高等商業学校であったという縁によってつながっている。一方で

いずれの大学応援団もそうした戦前からの団体との組織的な連続性を，やはり応

援歌・演舞などのアイテムを除いて，保持していない。北海道の大学応援団と異

なり，歴代の数え方も戦後からのカウントになっている。

2.2 公立大学の例

　2017年度の時点で，公立大学は 88校ある11）。表 2は，1.2で述べた収集方法

で関係するデータが入手できた 20校が掲載してある。また表 2では，先ほどの

国立大学と同様に，公立大学の応援団関係の情報を，応援団（リーダー部）の名

称，大学における位置づけ（所属・分類），沿革と三部であるかなどの構成，チ

アリーダー，吹奏楽部の点から整理した。

　現在，応援団リーダー部あるいはチアリーダー部に相当する部をもっている公
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立大学は，18校にのぼる（20.5パーセント）。リーダー部のある大学に限定する

と 9校（10.2パーセント）になる。

表 5　年代別応援団設立数（公立大学）

年代 設立数
1950 2

1960 5

2010 2

　設立年がわかっている 9校の応援団の設立数を年代ごとに数え上げると表 5と

なる。同表には，いまでは活動していない応援団で設立年情報が得られたものも

含めてある。また過去に応援団の活動があったものの設立年が明確でないが，復

活年がわかっているときはそのデータで記載した。公立大学の応援団に関して

は，国立大学と後出の私立大学に比べて，参考になる情報が少なかった。

　大学の総数にそれほど違いがないのに，国立大学に比べて公立大学の応援団が

少ないのはなぜであろうか。背景にはさまざま要因が考えられよう。可能性とし

てひとつ考えられるのは，公立大学は比較的新設の大学が多いということであ

る。応援団の設立されることが多かった 1950年代後半には，34前後の大学数し

かなかった。1990年代から急増し，2010年代には 90を超える大学数となってい

た12）。

　もうひとつ可能性として考えられるのは，国立大学や次に述べる私立大学と比

べて，公立大学では全学生に占める女子学生の比率が高いことである。2015年

の数値では，国立（35.9パーセント），私立（45.3パーセント）に対して公立大

学は，54.7パーセントとなっている。公立大学の全学生中女子比率が他と比べて

高いという傾向は，戦後一貫してみられる（安東 2017: 8）。そうした公立大学の

特徴とも関係しているのかもしれない。ただし女性の割合が高いといっても応援

団リーダー部だけではなく，チアリーダー部の数も少なかったことを指摘してお

きたい。国立大学の 37.2パーセントに対して 20.5パーセントしかない。もちろ

ん体育会の部活動の数や活発さの度合いなどほかに考慮すべき要因は多々あるで

あろうが，本稿ではさしあたり以上の可能性を示唆しておきたい。
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2.3 私立大学の例

　2017年度の時点で，私立大学は 605校ある13）。表 3は，1.2で述べた収集方法

で関係するデータが入手できた 208校が掲載してある。また表 3では，私立大学

の応援団関係の情報を，応援団（リーダー部）の名称，大学における位置づけ

（所属・分類），沿革と三部であるかなどの構成，チアリーダー部，吹奏楽部の点

から整理した。現在，応援団リーダー部あるいはチアリーダー部に相当する部を

もっている私立大学は，188校にのぼる（31.0パーセント）。応援団のある大学

に限定すると 64校（10.6パーセント）になる。

　設立年がわかっている 58校の応援団の数（いまでは活動していない応援団で

設立年情報が得られたものも含む）を年代ごとに数え上げると表 6となる。

　補足すると，表 6には，西暦での年代が不明であるため専修大学のデータは含

まれていない。表 3に記載したように大正時代に設立とあるので，同大学の応援

団は，1910年代か 1920年代のいずれかに含まれることになる。また同じ理由か

ら武蔵大学も含まれていない。こちらは昭和 30年代の設立になるので，加える

のであれば 1950年代後半から 1960年代前半となる。駒澤大学と日本大学の過去

の応援団は現役のそれと別個の組織扱いされているので，やはり表 6には入れて

いない。加えるのであれば，前者が 1920年代，後者が 1950年代の設立になる。

表 6　年代別応援団設立数（私立大学）

年代 設立数
1900 1

1920 3

1930 4

1940 9

1950 9

1960 18

1970 2

1980 4

1990 3

2000 2

2010 3
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過去に応援団の活動があったものの設立年が明確でないが，復活年がわかってい

るときはそのデータで記載した。なお，1940年代に 9つ設立されている応援団

のうち，戦前にできたものは，早稲田大学（1940年），國學院大學（1941年），

近畿大学（1941年）の 3校である。

　なお表 3，表 6のどちらにも含めていないが，過去に存在していた可能性があ

る応援団には，広島工業大学応援団14）がある。それ以外にも過去に存在した多

くの応援団があったことは明らかであるが，本稿の冒頭で述べた情報収集方法を

通じて，その基準にあった情報が現段階で得られた大学応援団は以上となる。ま

た現在の大学名になってからは不明だが，前身の大学に応援団があったことがわ

かっているものには，九州国際大学15），鹿児島国際大学応援団16）がある。

　私立大学の総数は，国立，公立に比して圧倒的に多い。そのため応援団やチア

リーダー部の数も多くなる。ただし，割合で考えると，それほどの違いはない。

応援団（リーダー部）あるいはチアリーダー部のある大学は，国立大学では 37.2

パーセントであるのに対して，私立大学では 31.0パーセントと，国立大学にお

ける応援団の存在感が目を引くようになる。

　いわゆる応援団である応援団リーダー部に限定すると，さらに状況が違ってく

る。私立大学のなかで応援団リーダー部を現在備えた大学の割合は 10.6パーセ

ントまで下がるのである。考慮すべき要因としては，私立大学には女子大学の数

が多いことがある。2017年における私立の女子大学は 73校17）ある。国立大学の

総数（86校）と比べるとその多さがわかる。

　また私立女子大学は 1998年に第二次ベビーブーム世代の入学時期と関係して

ピークの 90校まで数が増えるが，以降共学化と統廃合を通じて減少していく

（安東 2017: 9）。1998年以降に共学化した大学の数は，28校に及ぶ18）。女子大学

73校と 1998年以降共学化した元女子大学 28校をあわせて 101校を，私立大学

総数の母数から引いて，割合を再度計算すると，応援団リーダー部のある大学は

12.7パ―セントまで増える。さらに看護系や栄養学科に特化した大学など，女子

学生が学生数の過半を占めるであろう大学がそれ以外にも数多く含まれている。

看護（26校）や栄養（2校）を大学名に冠する大学をさらに母数から引いて割合

を計算すると応援団リーダー部のある大学は 13.4パーセントとなる。
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3 データからみえてくる傾向と論点

3.1 応援団の起源と普及

　これまで国立，公立，私立別に整理してきた大学応援団に関するデータから何

がみてとれるであろうか。ここでは，設立時期の違い，戦後の大学再編の影響の

偏り，応援団の普及の 3点に着目してみていきたい。

3.1.1 設立時期の違い

　まずいえるのが，設立時期の違いである。国立大学と公立大学の応援団が第二

次世界大戦後と相対的に新しく設立されたものであるのに対して，私立大学の応

援団，ことにいまでも活発な活動を続けているそれは，日本における大学の草創

期にまでさかのぼることができる。

　ただし，2点ほど注意が必要である。ひとつめは，私立大学の応援団が歴史的

に古いと断じるのは，行き過ぎである点である。というのは，本稿では，旧制高

校等における応援団が数え上げられていないからである。すでに手短に論じたよ

うに，旧制高校等の応援団は，現在の国立大学の応援団とは，必ずしも直接につ

ながる存在ではない。しかし戦前期を中心にいまの国立大学の教養部に準じる層

で応援にかかわる組織が存在していたことも事実である（嚶鳴会・一高応援団史

編集委員会 1984）。この慣行はかつての関西大学応援団で団員として活動してい

たのが予科の学生中心であったことや（田中 2006），北海道大学の応援団で中心

的に活動しているのが 1，2年生であるというかたちにその痕跡をみてとること

ができる。官立大学において応援団の存在感が希薄であるのは，実質的な担い手

がこのように旧制高校等の学生であったことと関係しているのであろう。実際，

旧制高校等の応援団を数え上げると私立大学と遜色ない。

　ふたつめは，ここでカウントされているのは，あくまで基本的に各大学に学友

会のホームページに掲載されているものを中心に構成されているという意味で，

程度の差はあれ公式的な応援団という点である。スポーツの試合に同じチームの

メンバーはいうまでもなく，選手の友人や家族などが私的に応援にかけつけるこ

とは，おそらくいつの時代のどの大学にも多かれ少なかれあったことである。本
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稿で対象とされているのはそうした種類ではなく，あくまで相当程度の団として

の組織性を備えて，公的に認定された応援団である。

　こうした前提を確認したうえで，国公立私立を問わず，戦前の応援団の情報に

ついては，曖昧さがつきまとうことを付言しておく。設立年としてことに古い年

代が記載してある応援団が長い歴史を積み重ねてきたことは間違いないが，その

設立当初の応援団がはたしてどこまで公式的に認知されており，組織的にまと

まっていたのか，あるいはどこまで現在の応援団と連続性があるものなのかは，

それぞれ検討の余地がある。

　国立大学であれば北海道大学，小樽商科大学の応援団はまさにこうした例に該

当しよう。公立大学には見当たらなかったが，私立大学でも同様である。分かり

やすいのが早稲田大学と関西大学の例である。前者の応援団の歴史は古くまでさ

かのぼることができるが，1940年以前は，現在の応援団と必ずしも連続してい

ない前史として扱われている（早稲田大学応援部創部 70周年記念事業実行委員

会 2010: 26）。後者でも，設立年は 1922年とされるが（関西大学応援団 OB千成

会 1993; 関西四私立大学応援団連盟 2017: 7），資料によっては 1913年の応援団

の存在が言及されていることもある（田中 2006: 30–31）。それら以外にも，表 3

の「沿革と構成など」の欄における慶應義塾大学，専修大学，拓殖大学，中央大

学，東京農業大学，法政大学，明治大学，同志社大学，近畿大学，関西学院大の

項目などを参照すると，戦前の古くから活動していたことが確実な応援団の多く

は似た事情を抱えていることが推測できる。実際にさらに古くまで歴史をさかの

ぼれることは確実であるがおそらく歴史的探索が十分になされていないこと，何

をもって公式な応援団が設立されたとするかはつねに議論の余地があることなど

を原因として，起源が断言できない応援団は，それなりの数に上ると思われるの

だ。

　過去にさらにさかのぼれる可能性がある応援団としては復活した応援団の例が

ある。表に掲載した応援団のいくつかがそうであったように，一度活動休止や廃

部になった応援団では，復活前の応援団の設立年がほとんどの場合はっきりしな

かった。
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3.1.2 戦後の再編とその影響

　ついで，データからみえてくることとしては，第二次世界大戦による断絶と連

続である。設立年の数値をみると国立大学における応援団のほとんどが，戦後に

生まれていることはこのわかりやすい例である。国公立大学の応援団は，第二次

世界大戦後の帝国大学の制度改変と足並みをそろえている。東京大学が 1947年

に応援団を設立しているのが代表的な例といえる。

　東京大学が応援団を設立した背景には，戦後に東京帝国大学総長となる南原繁

が応援部の活動を，敗戦によって虚脱状態にある学生の士気を高めるものとし

て，高く評価していたためとされる。実際彼は東京六大学応援団連盟の初代会長

にも就任していた（東京六大学応援団連盟 OB会 1984: 15–16; 46）。戦前から東

京六大学野球に参加している大学で唯一応援団がなかったことも設立に踏み切っ

た背景としてあろう。いずれにせよ戦後，東京六大学の各大学応援団が再興され

るなかで，国立大学たる東京大学にも応援団は設立された。

　表 1のなかでは，北海道大学の応援団だけが国立大学のこうした戦後による再

出発という流れのなかで異彩を放っている。北海道大学は，1900年代にまで応

援団の誕生をさかのぼって記述しているのである。これはこの大学が小樽商科大

学との間でいまでも対面式と呼ばれる大学対抗の交流戦に付随する応援パフォー

マンスを残し，さらにいわゆるバンカラスタイルを堅持している団体であるとい

うパフォーマンス上の顕著な特徴を鑑みても，非常に興味深い点である。

　それ以外の国立大学の応援団は，基本的に北海道大学，小樽商科大学，東京大

学から遅れて形成されている。京都大学は，1956年 6月 12日の東京大学との定

期戦に際して東京大学の応援団を目にして，京都大学における応援団の必要性を

痛感したことが設立のきっかけである（長 1958: 10）19）。他の大学も他大学との

交流が設立の契機となるという意味で似たような経緯をたどる。1962年 7月に

開催された第一回国立七大学総合体育大会20）を通じて，名古屋大学（1962年設

立），大阪大学（1962年設立），東北大学（1963年設立），九州大学（1964年設

立）の応援団が設立されている（川崎 2013a, 2013b; 名古屋大学応援団 2012: 18; 

大阪大学応援団 2011; 谷口 1978: 55）。

　いずれも戦後の復興のなかで大学対抗のスポーツの定期戦が整備されていくの

に合わせて，応援団が各地の大学に拡散していったといえる。大学におけるス
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ポーツ競技の拡散において，対抗戦が果たした役割についてはアメリカの事例か

ら示されており（スミス 2001），日本の大学においてスポーツに付随する応援を

行う応援団が広がっていく過程にも，同様な要因が背後にあったと推測できる。

　公立大学の応援団の設立年に関しては，参考となる資料が乏しい。しかし，現

在手に入っているデータを確認する限り，設立時期については国立大学と似た傾

向をみてとれる。1960年代に突出して多くの応援団が設立されているのである。

　一方で，私立大学ことに戦前から存在する大学の応援団は，国立大学にみられ

たような断絶がさほど意識されていないことがわかる。比較的由緒のある私立大

学応援団も戦争の激化に伴い休部したり報国団へ改組されたりすることがあっ

た。関東の早稲田大学や慶應義塾大学などから，関西の関西大学，同志社大学な

どでも同様な経緯をたどっている。そうした紆余曲折はあったものの，戦前の応

援団の活動を継承するというアイデンティティを保持する応援団を残すことに成

功しているのである。

3.1.3 応援団の普及

　表 4，5，6から大学応援団の増加傾向の山がみてとれるように，応援団の起源

はともあれ，その組織がより一般的に普及したのは，戦後ではないかと推測でき

る。応援団の設立は，1960年代にぐっと増え，その後新しい設立は特に目立た

ないという傾向をたどっていることがわかる。背景には，おそらく高度成長によ

る経済的余裕の増加とベビーブーム世代が大学入学する年齢に達したことによる

入学者数の倍増がある。事実，1960年代から 1970年代にかけて大学入学者は

626,421人から 1,406,521人へと約 2.3倍増えている。それにあわせて，大学の数

自体も 245校から 382校の約 1.6倍まで増加している。私立大学の割合は 57.1

パーセントから 71.7パーセントに増大しており，私立大学が増加した学生の受

け皿となっていたことがうかがえる21）。

　もちろん大学の数的増大が応援団の増加を自動的に意味するわけではない。こ

の時期までは，大学が設置されたのであれば学友会組織のひとつとして応援団が

できることが例外的なことでなかったのであろう。そうした社会的な通念の存在

の方が重要なのである。

　戦後の応援団ブームに『嗚呼‼花の応援団』という南河内大学応援団という
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架空の大学応援団を舞台に彼ら団員の破天荒な生活を題材にした漫画がヒットし

たことに帰する言説は，筆者も調査のなかで耳にすることがあった。しかしこの

漫画の連載開始は 1975年である。少なくとも応援団の増加の背景に，この作品

がヒットしたことによるメディアを介した影響をもちだすのは時期的に前後して

いるといえる。応援団の人気上昇や知名度の向上に一役買ったものと思われる

が，応援団の新たな設立にどの程度の役割を果たしたのかは，不明である。活動

停止中や廃部となっている応援団の設立年と設立経緯に関する情報が，さらにそ

ろってからあらためて検討すべき点であると，筆者は考えている。

3.2 応援団の機能分化とジェンダーの変化

　ついで本稿のデータからみえてくる点として，応援団の質的変化について触れ

る。具体的には，機能分化とジェンダーという側面に着目していきたい。

　表 1，2，3から見て取れるのは，いずれの応援団ももともとは現在リーダー部

と呼称されている部門が担っている活動をコアとしており，それらは男子学生が

担っていたということである。場合によっては楽器の演奏も同じメンバーが担っ

ていたのである。またこの形式を今に至るも引き継いでいる大学応援団もあるこ

とも，表から読み取れる。

　こうした原型としてあった応援団は，表 1，2，3のチアリーダー部，吹奏楽部

の欄からみてとれるように，次第に機能的に分化し，ジェンダー構成も変化させ

ていく。時代が下るにつれて，応援団のなかにまず吹奏楽の部門が整備される。

ついで大学における女子学生の増大を背景として，チアリーダーの部門が整備さ

れている傾向があるのだ。前者は当初ブラスバンド部として，後者はバトントワ

リング部として設立された例も多々ある。このように整理していくと，実際のと

ころ，現在の応援団の定型とされることもあるリーダー部・チアリーダー部・吹

奏楽部という三部の構成も，比較的最近に成立したものであることが明確にな

る。

　ただしこの見方は応援団のなかでもリーダー部を中心に応援する組織の発展と

現状を分析する本稿の視点からの書き方である点は，注意を要する。チアリー

ダー部にしろ吹奏楽部にしろ，応援団とは独立に設立された組織もある。表 1，

2，3からも，ことに時代が下れば下るほどその傾向が見て取れる。
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　もうひとつわかることがある。巷間いわれる応援団の減少や衰退というのは，

リーダー部においてことに顕著に見受けられるということである。表からもわか

るようにチアリーダー部のサークルがある大学は珍しくなく，さらにはひとつの

大学に複数のチアリーダー・サークルが並列している例もあることは，このサー

クルに比較的学生が集まっていることを裏書きしている。チアリーダー部が盛ん

になるにつれ，近年では，かつて日本ではほとんどなかった男性チアリーダー部

までも，登場しはじめているほどである。

　この点に関連して興味深い事例がある。島根大学応援団には，かつて応援団が

存在していたが 2000年代に廃部となっていた。スポーツ大会などの場で応援活

動がみられないことを憂慮した大学側は，ダンス部の部員に要請して 2006年に

応援団が作られていたのである22）。これは表 1の宮城教育大学や，表 3の千葉商

科大学からも似た例が参照できるように，それほど突飛な対応でもない。

　応援団の減少の理由として時代にそぐわないであるとか学生の気質の変化など

が人口に膾炙しているが，こうした応援団の本来もっていた機能の分化というの

も要因として重要であろう。かつては三部の機能を単体で担ってきた原型として

の応援団が，機能を分化させるなかで，メンバーの減少に拍車がかかったと考え

られるのである。機能が分化すれば応援ではなく，チアリーダーであれば競技大

会，吹奏楽であれば演奏活動に比重を置きたいメンバーが増えてくることは想像

に難くない。実際，筆者は聞き取りのなかで，最近の傾向として，応援ではなく

競技大会に活動の中心を移したい考えている応援団チアリーダー部もあると耳に

挟んでもいる。チアリーダー部が大学に複数存在することでそれぞれ役割分担を

している場合もある。表 1，2，3からもみてとれるように，こうした状況も背景

にあってか，チアリーダー部で近年設立されたものには，応援団と関係ないもの

がほとんどである。

　吹奏楽部については悉皆的な情報を収集していないが，そのなかでもリーダー

部に比べて廃部や活動休止中という情報は少なかった。安定して部員確保に成功

しているものと思われる。大学によっては複数の吹奏楽部が存在することで，学

生の多様な需要を満たしているのである。
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3.3 大学内における位置づけ

　最後に，応援団の大学における位置づけについて触れておきたい。これまで応

援団は，体育会として認識される傾向があった。これは，スポーツの応援が活動

の中心であることや，いわゆるバンカラで男性中心的な団体というイメージと重

なるところがあったためであろう。ところが表 1，2，3の所属欄を通覧すると，

実は，体育会が多数派であることは依然として事実であるにせよ，それに必ずし

も限定されないという特徴が見て取れる。

　独立団体や学生団体など名称は多種多様であるが，体育会でも文化会でもない

組織とされているのは，国公立私立を問わず 31団体にのぼる。特に重要な点と

して，歴史的に比較的古くから存在する応援団でも，体育会に属する学生団体と

いう訳ではないのだ。たとえば慶應義塾大学では多くの学生公認団体は体育系，

文化系かそれ以外の独立系に所属しているが，応援団は，学生の福利や厚生にか

かわる活動を担当する「福利厚生等の団体」に所属している。関西大学では，体

育会，文化会，学術研究会と並ぶ「単独パート」という位置づけを得ている。こ

うした学友会における独立的な所属は，大学ごとに違いはあるものの，学園祭の

実行委員会や新聞会などのような委員会としての位置づけに近いものと思われ

る23）。応援団の具体的な活動には，学生生活の補助から学園祭などの大学のイベ

ントの運営を担うことなどが含まれているのだ。

　さらに少数ながら文化会に分類されている応援団もある。同志社大学，大東文

化大学，筑波大学の 3例である。筑波大学は 2007年に応援団としての性質を大

きく変えているが，それ以降，課外活動団体の芸術系に入れられている。

　こうした例を勘案してみると，応援団の大学における位置づけというのは，ス

ポーツの文脈における応援活動というのがあることは論を俟たないにせよ，大学

生活を盛り上げるに類する標語に集約されるような役割を意識していることがみ

えてくる。特定の活動に特化していないという意味で機能集団としての活動目的

の曖昧さにつながる要因かもしれないが，別言すると，多種多様な活動へと展開

させていくことができる根拠ともなっていると考えられる。
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4 終わりに

　本稿では四年制大学における応援団の沿革と現状について，幅広いデータを集

約・整理することで，何がみえてくるかを検討してきた。結果として以下のこと

が明らかになったといえる。

　国立大学の応援団は，第二次世界大戦後の大学行政の変化もあり設立の起点を

戦後に置くことが一般的である。それに対してそうした断絶の経験を比較的受け

なかった私立大学においては，応援団は戦前の組織とのアイデンティティの連続

性を保持していることがある。

　この点とも関係して，応援団は伝統的な組織というイメージが強いが，応援団

の過半は戦後の設立になる。ことに 1960年代に設立したと認識されているもの

が多い。

　多くの応援団は，活動していく中で，次第に機能を分化させていっている。現

在応援の定型とされることが多い，リーダー部・チアリーダー部・吹奏楽部とい

う三部の構成もそうしたなかで次第に定型化されたものである。あわせて，応援

団の減少は，広く知られた事実であるが，その背景には一般的に応援団という組

織の時代にそぐわなさと想定されることがあるものの，チアリーダー部，吹奏楽

部の独立にみられるような機能分化にともない，かつてであれば応援団の活動と

して行われていたものが拡散したのではないかという可能性を示唆した。

　そして最後に，応援団は体育会とみなされることが多いが，実際には，体育会

以外の所属とされている例も一定数みつかっていることを指摘した。そしてその

ことから，大学応援団の活動の根拠は，スポーツ大会時における応援だけではな

く，学生の生活の運営にかかわる団体としてある可能性を裏書きしていることを

言及した。

　本稿を閉じるにあたり，情報の限界について触れておく必要があろう。本稿の

分析に完璧を期するのであれば，現存するもの消滅したものを含めて日本の四年

制大学の応援団すべてのデータを収集して整理する必要があることは言うまでも

ない。そうした作業の結果，本稿のさしあたっての結論に修正が加わる可能性は

十分あるといえる。今後の研究の進展を通じて，ことに個人に収蔵されている資

料の閲覧・分析が進み，より十全な結論に至ることを筆者としても期待したい。
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　また日本の応援団文化の特性を考えるという視点にたつのであれば，そもそも

四年制大学に焦点を当てることが不十分であるという意見もあろう24）。その意味

で，いわゆる旧制中学や現在の高等学校や中学における応援団の歴史とありよう

については，精査が必要であろう。この点は本稿の射程を超えているため，今後

の課題としたい。
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1　
国
立
大
学
の
応
援
団
応
援
団

 
（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

北
海
道
大
学

応
援
団

体
育
系
団
体

19
07
年
頃
，
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
予
科
に
は
，

各
科
の
自
発
的
応
援
が
あ
っ
た
模
様
。

19
27
年
団
則
設
置
。

19
51
年
小
樽
商
科
大
学
と
の
定
期
戦
復
活
に
併
せ

て
応
援
団
も
復
活
。

な
お
，
体
育
会
所
属
で
，
水
産
学
部
独
自
の
北
海

道
大
学
水
産
学
部
応
援
団
も
別
途
あ
り
。

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 C
A

D
EN

D
IA

19
93
年
設
立
。

応
援
団
と
は
関
係
な
し
。

応
援
吹
奏
団

小
樽
商
科
大
学

応
援
団

体
育
系

19
12
年
，「
小
樽
高
等
商
業
学
校
と
東
北
帝
大
農

科
大
学
予
科
と
の
野
球
戦
応
援
以
来
の
伝
統
」
と

い
う
記
載
あ
り
。

20
10
年
復
活
。

東
北
大
学

学
友
会
応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
部
正
規
団
体

19
63
年

6
月
設
立
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
吹
奏
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

部
で
構
成
。

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
（
応
援
団
）

19
87
年
設
立
。

①
吹
奏
部
（
応
援
団
）

19
66
年
設
立
。

②
吹
奏
楽
部

19
75
年
設
立
。

文
化
部
正
規
団
体
の
も
の
。

宮
城
教
育
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
，
応
援
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
が
あ
っ
た
。）

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
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M

IL
A

X
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07
年
設
立
。

応
援
団

O
B
の
支
援
に
よ
り
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

が
作
ら
れ
た
。

山
形
大
学

チ
ア
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
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he

rr
ie

s
20
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年
設
立
。

福
島
大
学

チ
ア
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
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ea

ch
 G

ra
ffi
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20

12
年
設
立
。

茨
城
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
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he

rr
y'

s

筑
波
大
学

応
援
部

W
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S・
リ
ー
ダ
ー

芸
術
系
サ
ー
ク
ル

筑
波
大
学
応
援
団
と
し
て

19
87
年

12
月
設
立
。

筑
波
大
学
応
援
団
桐
葉
（

19
97
年

4
月
改
称
）
を

前
身
と
し
， 

20
07
年
春
に
結
成
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
，
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
，

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
バ
ン
ド
で
構
成
。

応
援
部

W
IN

S・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー

ム
 F

R
O

G
G

IE
S

応
援
部

W
IN

S・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

バ
ン
ド

 T
ut

ti
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応
援
団

 
（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

千
葉
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

 L
ip

s
20

06
年
設
立
。

東
京
大
学

東
京
大
学
運
動
会
・

応
援
部
リ
ー
ダ
ー
運
動
会
運
動
部

19
47
年
に
設
立
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
，
吹
奏
楽
団
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

ズ
で
構
成
。

応
援
部
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

 K
R

A
N

Z
19

76
年
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ
と
し
て
設
立
。

19
94
年
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
に
改
称
。

①
応
援
部
吹
奏
楽
団

19
52
年
結
成
。

②
吹
奏
楽
部

19
72
年
設
立
。
①
か
ら
退
団
し
た

部
員
が
結
成
。

東
京
外
国
語
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 R
A

M
S

19
89
年
頃
設
立
。

20
08
年
よ
り
男
女
混
成
チ
ー
ム
に
。

東
京
学
芸
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 H
yd

ra
ng

ea

一
橋
大
学

体
育
会
応
援
部
・

リ
ー
ダ
ー

体
育
会
サ
ー
ク
ル
現
在
，
リ
ー
ダ
ー
と
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
で
構
成
。

体
育
会
応
援
部
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

応
援
部
員
が
楽
器
演
奏
も
担
当
。

文
化
系
所
属
の
吹
奏
楽
団
も
別
個

あ
り
。

富
山
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
が
あ
っ
た
。

19
77
年
設
立
。
体

育
会
所
属
で
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
，

吹
奏
楽
部
の
構
成
で
あ
っ
た
。）

金
沢
大
学

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 G
R

EE
N

 A
PP

LE
S

19
87
年
設
置
。

部
と
し
て
は

19
95
年
か
ら
。

岐
阜
大
学

岐
阜
大
学
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 st
ar

s

名
古
屋
大
学

応
援
団

体
育
会

19
62
年

10
月

20
日
設
立
。

19
62
年

7
月
第
一
回
国
立
七
大
学
総
合
体
育
大
会

で
体
育
会
は
応
援
団
の
必
要
性
を
認
識
。

リ
ー
ダ
ー
，
吹
奏
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
分
か
れ
て

い
た
。

吹
奏
楽
団

文
化
サ
ー
ク
ル
連
盟
所
属
。

応
援
団
と
別
。

愛
知
教
育
大
学

チ
ア
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
　
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
★

ジ
ュ
ー
ス
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応
援
団

 
（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

三
重
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
系

19
84
年
設
立
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
，
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部
で
構
成
。

応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 L
O

B
ST

ER
S

19
91
年
設
立
。

①
応
援
団
・
吹
奏
楽
部

②
吹
奏
楽
団

文
化
系
所
属
。

滋
賀
大
学

チ
ア
ダ
ン
ス
部

 S
ug

ar
s

20
09
年
設
立
。

20
15
年
再
結
成
。

京
都
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
会

19
56
年

11
月
設
立
。

同
年

6
月
東
大
と
の
硬
式
野
球
の
定
期
戦
の
場
で
，

応
援
団
の
組
織
的
応
援
の
必
要
性
を
認
識
し
た
た

め
。
現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
，
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
の
三
部
で
構
成
。

応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

①
応
援
団
・
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

②
吹
奏
楽
団

文
化
系
サ
ー
ク
ル
所
属
。

大
阪
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
系

19
62
年
第
一
回
七
大
戦
に
あ
わ
せ
て
設
立
。

63
年
に
承
認
団
体
に
昇
格
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
吹
奏
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

部
で
構
成
。

①
応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 P
IS

C
ES

19
83
年
設
立
。

②
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 R
EB

EL
S

19
92
年
設
立
。

①
応
援
団
・
吹
奏
部

19
98
年
復
活
。

②
吹
奏
楽
団

文
化
系
に
所
属

兵
庫
教
育
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 V
IG

O
R

S
19

92
年
設
立
。

神
戸
大
学

応
援
団
リ
ー
ダ
ー
応
援
団
総
部

19
60
年

3
月
設
立
。

関
西
六
大
学
で
神
戸
だ
け
応
援
団
が
不
在
で
あ
り
，

ま
た
京
都
大
学
と
定
期
戦
を
す
る
野
球
部
か
ら
の

要
望
も
あ
っ
た
た
め
。

リ
ー
ダ
ー
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
①
，
吹
奏
で
構
成
さ

れ
て
い
た
。

①
応
援
団
総
部
・
応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

19
73
年
バ
ト
ン
の
設
置
。

19
83
年
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
改
称
。

②
R

AV
EN

S 
C

H
EE

R
20

16
年
，

1
回
生

6
人
で
発
足
。
①
が
消
滅

し
た
た
め
新
設
。

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
専
属
。

応
援
団
総
部
・
吹
奏
楽
部

19
60
年
設
立
。

19
66
年
に
独
立
論
出
る
。

19
72
年
に
活
動
は
一
部
分
離
。

島
根
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

岡
山
大
学

応
援
団
総
部
応
援

団
体
育
会

19
90
年
復
活
。

現
在
，
応
援
団
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
，
吹
奏
楽
の
構

成
と
な
っ
て
い
る
。

応
援
団
総
部
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

 W
IZ

A
R

D
S

19
93
年
に

W
IT

H
と
し
て
発
足
。

そ
の
後

W
IZ

A
R

D
S
に
な
る
。

①
応
援
団
総
部
吹
奏
楽
団

19
92
年
設
立
。

②
交
響
楽
団

文
化
会
所
属
。
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応
援
団

 
（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

広
島
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー

体
育
会

19
85
年
頃
設
立
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
で
構
成
。
応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 P
ho

en
ix

20
04
年
設
立
。

山
口
大
学

応
援
団

体
育
会
公
認

サ
ー
ク
ル

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
で
構
成
。
応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 S
C

A
M

PI
SH

20
05
年
設
立
。

愛
媛
大
学

応
援
団

体
育
会
系

サ
ー
ク
ル

19
58
年
設
立
。

20
12
年
復
活
。

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 T
R

U
ST

A
R

S
20

06
年

5
月
設
立
。

九
州
大
学

応
援
団

体
育
総
部

（
体
育
系
公
認

サ
ー
ク
ル
）

19
64
年

2
月
設
立
。

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
愛
好
会

 E
TO

IL
ES

20
04
年
設
立
。

応
援
団
員
が
楽
器
演
奏
を
担
当
。

そ
れ
以
外
に
吹
奏
楽
サ
ー
ク
ル
複

数
あ
り
。

佐
賀
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 S
TA

R
RY

長
崎
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 B
er

rie
s

20
05
年
頃
設
立
。

熊
本
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
会
公
認

サ
ー
ク
ル

19
66
年

11
月

1
日
応
援
団
と
し
て
設
立
。

20
05
年
か
ら
リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
の

構
成
。

応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 B
LA

ZE
S

20
03
年
設
立
。

吹
奏
楽
部

体
育
会
所
属
。

（
19

67
年

11
月
に
は
応
援
団
併
設

の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
が
あ
っ
た
。）

宮
崎
大
学

チ
ア
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

 D
ai

sy
 G

irl
s
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2　
公
立
大
学
の
応
援
団
応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

公
立
は
こ
だ
て

未
来
大
学

C
he

er
★

D
an

ce
部

群
馬
県
立
女
子
大
学

チ
ア
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

 G
al

lo
p

20
12
年
頃
に
設
立
。

高
崎
経
済
大
学

応
援
団
本
部

大
学
直
属

19
61
年

6
月
設
立
。

大
学
直
属
と
な
る
の
は
，

19
68
年
よ
り
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
総
務
部
，
旗
手
隊
，
附
属

吹
奏
楽
部
で
構
成
。

大
学
直
属
応
援
団
附
属
吹
奏
楽
部

19
76
年
設
立
。

埼
玉
県
立
大
学

チ
ア
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

 P
R

IM
R

O
SE

首
都
大
学
東
京

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
会

19
63
年
設
立
。

19
92
年
再
結
成
。

リ
ー
ダ
ー
部
，
女
子
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

R
IT

Z，
及

び
20

15
年
よ
り
男
子
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
で
構

成
。

①
応
援
団
・
女
子
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 R
IT

Z
②
応
援
団
・
男
子
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 
M

A
X

O
N

S
20

15
年
よ
り
応
援
団
の
一
部
と
な
る
。

③
競
技
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム

 W
IL

D
 

B
O

A
R

S
20

15
年
設
立
。

神
奈
川
県
立
保
健

福
祉
大
学

チ
ア
サ
ー
ク
ル

 A
-w

in
ds

20
09
年

2
月
設
立
。

横
浜
市
立
大
学

応
援
団

運
動
部
連
合
会

大
学
の
学
友
会

H
P
に
は
応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

部
の
み
記
載
。

応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 S
EA

G
U

LL
S

19
90
年
設
立
。

都
留
文
科
大
学

学
園
祭
に
際
し
て
，
様
々
な
部
活
の
メ
ン
バ
ー
で

結
成
さ
れ
る
。

（
か
つ
て
は
応
援
団
が
あ
り
，

19
66
年
に
結
成
さ

れ
て
い
た
。）

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

福
井
県
立
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 R
ED

V
EG

A
S

20
03
年
に
社
会
人
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー

ム
の
大
学
生
チ
ー
ム
と
し
て
設
立
。

20
05
年
改
称
。
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応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

静
岡
県
立
大
学

チ
ア
ダ
ン
ス
部

 G
O

LD
 R

O
W

D
IE

S
20

04
年
設
立
。

滋
賀
県
立
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

D
U

C
K

S
20

09
年
設
立
。

京
都
府
立
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
会

19
64
年
設
立
。

リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
，
吹
奏
楽
部
，

企
画
部
で
構
成
。

応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 R
ap

tu
re

s
応
援
団
・
吹
奏
楽
部

大
阪
府
立
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
会
系

19
55
年
設
立
。

リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
，
吹
奏
部
で
構

成
。

応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

①
応
援
団
・
吹
奏
部

②
吹
奏
楽
部

文
化
系
所
属
。

大
阪
市
立
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

公
認
団
体
の
直
下

19
61
年
設
立
。

リ
ー
ダ
ー
部
，
バ
ト
ン
部
，
吹
奏
部
で
構
成
。

応
援
団
・
バ
ト
ン
部

 B
LA

SE
R

S
応
援
団
・
吹
奏
部

兵
庫
県
立
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
会
系

20
16
年
頃
復
活
か
。

リ
ー
ダ
ー
部
と
放
送
部
，
総
務
部
で
構
成
。

吹
奏
楽
部

応
援
団
と
は
別
の
文
化
系
所
属
。

島
根
県
立
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

下
関
市
立
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

北
九
州
市
立
大
学
応
援
団

学
生
団
体

19
57
年
設
立
。

応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 W
A

R
R

IO
R

S
応
援
団
の
一
部
と
し
て

19
94
年
創
設
。

①
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

応
援
団
か
ら

19
68
年
に
分
離
独

立
。
②
吹
奏
楽
団

文
化
系
所
属
。

宮
崎
公
立
大
学

応
援
部

名
桜
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
会
系

20
16
年
設
立
。

リ
ー
ダ
ー
部
と
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
で
構
成
。

応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 R
A

D
IA

N
T

20
16
年
設
立
。
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3　
私
立
大
学
の
応
援
団
応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

旭
川
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
リ
ー
ダ
ー
部
あ
り
。

20
08
年
頃

復
活
し
て
い
た
。）

応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

吹
奏
楽
部

文
化
系
所
属
。（
過
去
に
，
応
援
団

ブ
ラ
ス
部
あ
り
。）

札
幌
大
学

全
学
応
援
団

外
局

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 G
.P

.B
EA

M
S

札
幌
学
院
大
学

応
援
指
導
部
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

 B
LU

E 
FA

IR
IE

S
19

89
年
設
立
。

札
幌
国
際
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 S
ER

A
PH

S

星
槎
道
都
大
学

応
援
指
導
部

19
65
年
設
立
。

応
援
団
指
導
部
と
な
る
の
は

20
17
年
か
ら
。

応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

応
援
団
・
吹
奏
楽

藤
女
子
大
学

チ
ア
ダ
ン
ス
部

 W
IS

TE
R

IA
S

北
星
学
園
大
学

チ
ア
ダ
ン
ス
部

 S
TA

R
RY

S

北
海
学
園
大
学

全
学
応
援
団
指
導
部
「
上
部
団
体
」
の

「
そ
の
他
団
体
」

19
54
年
設
立
。

20
15
年
頃
復
活
。

全
学
応
援
団
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

B
ER

R
IE

S
吹
奏
楽
団

上
部
団
体
の
そ
の
他
所
属
。

北
海
道
科
学
大
学
全
学
応
援
団

全
学
応
援
団
局

全
学
応
援
団
局
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

20
03
年
度
よ
り
応
援
団
の
一
部
と
し
て
の

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
か
ら
全
学
応
援
団
局
の
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部
と
し
て
独
立
。

酪
農
学
園
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。

19
71
年
設
立
）

富
士
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。

19
66
年
設
立
）

石
巻
専
修
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。

19
95
年
設
立
）

仙
台
大
学

応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム

 
tw

in
kl

e
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応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

仙
台
白
百
合
女
子

大
学

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 V
EL

V
ET

S
★

20
14
年

11
月
よ
り
チ
ア
ー
ズ
★
か
ら

V
EL

V
ET

S
★
へ
と
名
称
変
更
。

東
北
学
院
大
学

応
援
団

常
任
委
員
会
・

総
合
役
員
会

19
46
年
設
立
。

応
援
団
，
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
，

SW
E
の

三
者
は
「
東
北
学
院
大
学
ト
レ
フ
レ
ッ
チ
ェ
」
と

い
う
名
称
で
活
動
。

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム

 D
A

IS
Y

S
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
（

SW
E，
吹
奏
楽
）

東
北
工
業
大
学

学
友
会
応
援
団

幹
部
団
体

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 G
LA

N
Z

吹
奏
楽
部

文
化
会
所
属
。

東
北
福
祉
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。

19
66
年
設
立
）

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム

 A
SC

EN
D
＆

R
ed

 G
le

am
s

宮
城
学
院
女
子
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 R
ED

 B
U

LL
ET

S

流
通
経
済
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 G
LI

TT
ER

S

足
利
工
業
大
学

全
学
応
援
団

委
員
会
・
外
局

19
73
年

12
月

1
日
設
立
。

リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
，
吹
奏
楽

部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

応
援
団
附
属
吹
奏
楽
部

文
化
系
ク
ラ
ブ
所
属
。

宇
都
宮
共
和
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

 fa
iry

s

国
際
医
療
福
祉
大
学

チ
ア
サ
ー
ク
ル

 A
st

er
s

作
新
学
院
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 B
LU

E
★

ST
A

R

白
鷗
大
学

①
FA

SC
IN

AT
IN

G
②
ダ
ン
ス
部

上
武
大
学

応
援
団

そ
の
他

20
08
年
頃
設
立
。

駅
伝
部
の
箱
根
駅
伝
出
場
に
合
わ
せ
て
創
部
。

チ
ア
サ
ー
ク
ル

 G
LI

TT
ER

S
20

08
年
設
立
。

吹
奏
楽
部

19
91
年

12
月
設
立
。

城
西
大
学

全
学
応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

上
部
団
体

19
67
年
設
立
。

全
学
応
援
団
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
部
と
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
部
の
ふ
た
つ
が
あ
る
。

全
学
応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 
B

LU
EC

AT
S

吹
奏
楽
部

文
化
系
ク
ラ
ブ
所
属
。
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応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

尚
美
学
園
大
学

女
子
チ
ア
ダ
ン
ス
部

 V
ER

IT
A

S
20

07
年

4
月
総
合
政
策
学
部
ラ
イ
フ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
科
の
開
設
と
と
も
に
ス
タ
ー

ト
。

東
京
国
際
大
学

統
制
局
応
援
指
導
部
体
育
会

リ
ー
ダ
ー
部
は
，
休
部
中
。

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 D
ol

ph
in

s
19

90
年
設
立
。

吹
奏
楽
団

獨
協
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 Z
ep

hy
rs

19
83
年
設
立
。

日
本
医
療
科
学
大
学

チ
ア
ダ
ン
ス

 B
R

EA
K

ER
S

日
本
工
業
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。
体
育
会
本
部
所
属
で
あ
っ

た
。）

日
本
薬
科
大
学

応
援
団

FO
R

ZA
同
好
会

20
17
年

4
月
設
立
。

FO
R

ZA
と
し
て
は

20
16
年

12
月
か
ら
あ
り
。

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
同
好
会

文
教
大
学

①
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
応
援
サ
ー
ク
ル

 L
uc

ke
rs

20
16
年

3
月
設
立
。

②
バ
ト
ン
・
チ
ア
サ
ー
ク
ル

 F
R

A
N

C
H

IR
S

～
ゲ
ラ
ゲ
ラ
サ
ン
ダ
ー
～

平
成
国
際
大
学

（
か
つ
て
応
援
指
導
部
あ
り
。
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て

い
た
。）

明
海
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
同
好
会

 C
R

O
W

N
S

神
田
外
語
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 L
ES
★

V
ED

ET
TE

S

淑
徳
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 T
O

PE
R

S

城
西
国
際
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

吹
奏
楽
団

聖
徳
大
学

バ
ト
ン
部

 S
hi

ny
’s

吹
奏
楽
研
究
会
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応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

千
葉
工
業
大
学

応
援
団

「
体
育
会
」
の
「
同

好
会
」

19
66
年
設
立
。

19
59
年
に
母
体
組
織
が
で
き
る
。

吹
奏
楽
団

文
化
会
の
部
所
属
。

（
か
つ
て
応
援
団
内
に

19
71
年
に

設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
あ
り
。）

千
葉
商
科
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。

19
62
年
設
立
。）

チ
ア
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

 g
lit

te
r’s

20
12
年
，
応
援
団
不
在
の
な
か
結
成
。

中
央
学
院
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 B
ril

lia
nt

19
99
年
設
立
。

20
03
年
か
ら

20
13
年
ま
で

「
応
援
部
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ

 
B

ril
lia

nt
」
と
名
乗
る
。

吹
奏
楽
団

文
化
会
所
属
。

19
92
年
設
立
。

麻
布
大
学

応
援
団

体
育
会
所
属

麻
布
大
学
の
前
身
の
麻
布
獣
医
大
学
の
時
代
よ
り

存
在
。

神
奈
川
大
学

応
援
指
導
部
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
会

19
34
年
設
立
。

19
89
年
再
結
成
。

リ
ー
ダ
ー
部
と
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
の
二
部
構

成
。

応
援
指
導
部
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

W
IL

D
C

AT
S

管
弦
楽
団

19
38
年
設
立
。

「
文
化
・
学
術
・
工
業
系
」
所
属
。

神
奈
川
工
科
大
学

チ
ア
ダ
ン
ス
部

20
07
年
設
立
。

吹
奏
楽
部

神
奈
川
歯
科
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

鎌
倉
女
子
大
学

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

関
東
学
院
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

チ
ア
ダ
ン
ス
部

 F
its

吹
奏
楽
部

相
模
女
子
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 G
R

A
M

PU
S

田
園
調
布
学
園
大
学

チ
ア
ダ
ン
ス
部

桐
蔭
横
浜
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

 B
LU

E 
W

IN
G

S
20

15
年
度
設
立
。
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応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

東
海
大
学

応
援
団

望
星
会

19
61
年
設
立
。

①
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
部

 B
ra

ve
 Ja

gu
ar

s
②
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

 W
in

gs
③
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 F
IN

E
④
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

吹
奏
楽
研
究
会

望
星
会
所
属
。

19
60
年
設
立
。

東
洋
英
和
女
学
院

大
学

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
部

 P
A

N
TH

ER
S

19
93
年
設
立
。

フ
ェ
リ
ス
女
学
院

大
学

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 M
A

ST
IF

FS

青
山
学
院
大
学

応
援
団

直
属
団
体

19
53
年
応
援
有
志
会
と
し
て
設
立
。

①
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 R
EE

SE
19

90
年
頃
設
立
。

②
チ
ア
ダ
ン
ス
愛
好
会

 C
ha

tte
rs

20
10
年

4
月
設
立
。

学
友
会
吹
奏
楽
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン

グ
部

19
54
年
応
援
団
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

と
し
て
設
立
。

19
64
年
に
独
立
。

直
属
団
体
所
属
。

亜
細
亜
大
学

応
援
指
導
部
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
会

19
86
年
設
立
。

リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
，
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
で
構
成
。

応
援
指
導
部
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 sp
ur

s

①
応
援
指
導
部
・
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部 ②
吹
奏
楽
団

19
64
年
設
立
。

桜
美
林
大
学

①
ソ
ン
グ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 C
R

EA
M

19
93
年
サ
ー
ク
ル
と
し
て
設
立
。

②
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 T
hr

ee
 N

ai
ls

 
C

ro
w

ns
19

89
年
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の

応
援
を
目
的
に
設
立
。

吹
奏
楽
団
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

大
妻
女
子
大
学

オ
ー
ル
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
カ
ン
パ
ニ
ー

 
LY

N
X

学
習
院
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

独
立

5
団
体

19
52
年
設
立
。

リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
，
吹
奏
楽
部
の

三
部
で
構
成
。

応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 S
PA

R
K

S
19

80
年
設
立
。

応
援
団
・
吹
奏
楽
部

19
89
年
設
立
。

（
19

59
年
発
足
の
も
の
は

3
年
で

休
止
。）

学
習
院
女
子
大
学

（
学
習
院
大
学
と
合
同
）

（
学
習
院
大
学
と
合
同
）
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応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

北
里
大
学

（
20

11
年
頃
，
非
公
式
の
北
里
大
学
海
洋
生
命
科

学
部
応
援
団
が
あ
り
。）

共
立
女
子
大
学

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 F
LA

SH
ES

慶
應
義
塾
大
学

応
援
指
導
部
・

リ
ー
ダ
ー
部

福
利
厚
生
等
の
団
体

19
33
年
設
立
。

そ
れ
以
前
に
萌
芽
的
組
織
あ
り
。

自
治
統
制
会
と
し
て
の
活
動
を
は
さ
み
，
戦
後
，

自
治
委
員
会
応
援
指
導
部
と
な
る
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
吹
奏
楽
団
，
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
で
構
成
。

①
応
援
指
導
部
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 
メ
ジ
ャ
レ
ッ
ツ

19
60
年
バ
ト
ン
ガ
ー
ル
登
場
。

19
68
年
公

認
バ
ト
ン
同
好
会
発
足
，

19
76
年
バ
ト
ン

部
設
立
。

19
94
年
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

に
改
称
。

②
チ
ア
＆
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
ズ

 U
N

IC
O

RN
S

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
門
は

19
94
年
設
立
。
ソ

ン
グ
リ
ー
ダ
ー
部
門
は

19
95
年

4
月
設
立
。

応
援
指
導
部
・
吹
奏
楽
団

19
50
年
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
設
立
。

恵
泉
女
学
園
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 P
EP

S

工
学
院
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
道
部
あ
り
。）

國
學
院
大
學

全
学
応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
系

19
41
年
応
援
統
制
部
と
し
て
発
足
。

19
48
年
応
援
団
と
し
て
復
活
。

19
71
年
全
学
応
援
団
と
改
称
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
に
加
え
，

20
15
年
度
設
立
の

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
で
構
成
。

①
全
学
応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 
B

U
N

N
Y

S
20

15
年
設
立
。

②
ド
リ
ル
競
技
部

 S
EA

LS
★

19
92
年
に
設
立
。

①
全
学
応
援
団
・
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部 20
15
年
設
立
。

②
吹
奏
楽
部

19
60
年
応
援
団
の
も
と
に
設
立
。

後
に
独
立
。

体
育
会
連
合
所
属
。

国
際
基
督
教
大
学

（
20

00
年
代
半
ば
に
，
非
公
認
サ
ー
ク
ル
と
し
て

国
際
基
督
教
大
学
応
援
団
あ
り
。）

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 IC
U

 A
N

G
EL

S
19

92
年
設
立
。

国
士
舘
大
学

応
援
団
リ
ー
ダ
ー
部
ス
ポ
ー
ツ
系
ク
ラ
ブ

19
63
年
設
立
。

20
02
年
復
活
。

チ
ア
ダ
ン
ス
部

 E
LV

ES
吹
奏
楽
部
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応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

駒
澤
大
学

応
援
指
導
部

ブ
ル
ー
ペ
ガ
サ
ス
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
会

19
80
年
秋
設
立
。

（
19

50
年
設
立
の
過
去
に
あ
っ
た
応
援
団
と
は
別

組
織
。）

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
，
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
で
構
成
。

①
応
援
指
導
部
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

②
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 B
LU

E 
JA

Y
S

19
96
年
設
立
。

応
援
指
導
部
・
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

駒
沢
女
子
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 D
A

IS
IE

S

実
践
女
子
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 A
TL

A
S

芝
浦
工
業
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

順
天
堂
大
学

駅
伝
応
援
部
・

応
援
団

ス
ポ
ー
ツ
活
動
系
箱
根
駅
伝
の
応
援
。

現
在
，
応
援
団
，
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
，
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
で
構
成
。

①
駅
伝
応
援
部
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

②
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
同
好
会

③
チ
ア
ダ
ン
ス
同
好
会

駅
伝
応
援
部
・
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

上
智
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
団
体
連
合
会

19
60
年

10
月
設
立
。

リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
，
吹
奏
楽
部
の

三
部
で
構
成
。

①
応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 E
A

G
LE

S
19

62
年
バ
ト
ン
ト
ワ
イ
ラ
ー
部
と
し
て
設

立
。
後
に
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
改
称
。

②
ソ
フ
ィ
ア
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

 ロ
リ
ポ
ッ

パ
ー
ズ

19
87
年
設
立
。

③
JE

ST
Y

20
15
年
設
立
。

応
援
団
・
吹
奏
楽
部

19
61
年
設
立
。

昭
和
大
学

応
援
指
導
部

体
育
部

20
07
年
設
立
。

リ
ー
ダ
ー
と
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
太
鼓
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

応
援
指
導
部
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

 R
A

D
IA

N
TS

女
子
美
術
大
学

チ
ア
ダ
ン
ス
部

 S
PI

R
iT

S

白
百
合
女
子
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 R
EC

K
LE

SS

成
蹊
大
学

応
援
指
導
部
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
会
所
属
団
体

19
63
年
設
立
。

リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
で
構
成
。

応
援
指
導
部
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 D
EL

PH
IS

19
83
年
設
立
。

文
化
会
所
属
団
体
の
吹
奏
楽
団
と

管
弦
楽
団
，
体
育
会
所
属
団
体
の

吹
奏
楽
研
究
会
が
あ
る
。
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応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

成
城
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

特
別
機
関

19
64
年
再
建
。

リ
ー
ダ
ー
部
と
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
で
構
成
。

応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 B
R

U
IN

S
19

88
年
設
立
。（

19
64
年
設
立
の
バ
ト
ン
ト

ワ
ラ
ー
部
が
あ
っ
た
。）

創
価
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 P
A

N
TH

ER
S

聖
心
女
子
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 H
EA

RT
IE

S

清
泉
女
子
大
学

体
育
会
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 S
.S

.S
.

19
80
年

4
月
設
立
。

大
正
大
学

「
大
正
大
学
私
設
応
援
団

 大
正
紫
天
鴨
」
が
あ
る
。

主
要
メ
ン
バ
ー
が
卒
業
後
に
私
設
団
体
に
な
る
。

大
東
文
化
大
学

全
学
応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

ク
ラ
ブ
文
化
・

研
究
系
「
そ
の

他
」

19
86
年
設
立
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
，
吹
奏

楽
部
で
構
成
。

全
学
応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 G
O

LD
★

D
EE

R
S

全
学
応
援
団
・
吹
奏
楽
部

専
修
大
学

全
学
応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

他
団
体

大
正
時
代
に
母
体
組
織
が
結
成
さ
れ
た
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
，
吹
奏

楽
部
で
構
成
。

別
組
織
と
し
て
「
専
修
大
学
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
が
，

20
13
年

1
月

27
日
に
設

立
。

全
学
応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 B
LA

ST
S

19
80
年
設
立
。

①
全
学
応
援
団
・
吹
奏
楽
部

19
94
年
設
立
。

②
吹
奏
楽
研
究
会

学
術
文
化
会
所
属
。

拓
殖
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。

19
48
年
応
援
団
推
進
部

を
母
体
に
新
た
に
応
援
団
が
設
立
。
そ
れ
以
前
の

全
学
応
援
団
は

19
41
年
に
解
散
。）

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

19
94
年
設
立
。

吹
奏
楽
部

玉
川
大
学

ダ
ン
ス
ド
リ
ル
チ
ー
ム

 JU
LI

A
S

19
92
年
設
立
。

中
央
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
連
盟

19
46
年
設
立
。

大
正
時
代
に
母
体
組
織
あ
り
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
，
ブ
ラ

ス
コ
ア
ー
部
で
構
成
。

応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 S
PI

R
IT

S
19

91
年
設
立
。（

19
67
年
前
身
で
あ
る
バ
ト

ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。）

応
援
団
・
ブ
ラ
ス
コ
ア
ー
部

19
99
年
設
立
。

（
19

56
年
前
身
で
あ
る
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。）

帝
京
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

20
01
年
設
立
。
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応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

東
京
医
科
大
学

応
援
団

東
京
医
療
保
健
大
学

チ
ア
ダ
ン
ス
部

 Ja
sm

in
e

東
京
家
政
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 H
O

N
EY

 B
EE

S
19

80
年
設
立
。

東
京
経
済
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ

 P
O

PC
O

R
N

東
京
女
子
大
学

チ
ア
ダ
ン
ス
部

 B
O

N
IT

A
S

20
01
年
設
立
。

東
京
女
子
医
科
大
学

チ
ア
ダ
ン
ス
部

東
京
女
子
体
育
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 B
ea

ns
19

89
年
同
好
会
と
し
て
設
立
。

東
京
電
機
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

東
京
農
業
大
学

全
学
応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

19
31
年
東
京
農
業
大
学
全
学
学
生
応
援
団
が
組
織

さ
れ
る
。

そ
れ
以
前
か
ら
応
援
は
あ
り
。

19
50
年

11
月

10
日
再
発
足
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
，
吹
奏

楽
部
で
構
成
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
に

19
90
年
設
立
の
支
部

あ
り
。

全
学
応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

FI
G

H
TI

N
G

 R
A

D
IS

H
19

77
年
全
学
応
援
団
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
部

と
し
て
設
立
。

19
90
年
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

に
名
称
変
更
。

全
学
応
援
団
吹
奏
楽
部

19
53
年
全
学
応
援
団
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
と
し
て
設
立
。

東
京
未
来
大
学

C
H

EE
R

 L
EA

D
IN

G
サ
ー
ク
ル

東
邦
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 V
A

M
O

S
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応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

東
洋
大
学

応
援
指
導
部
・

リ
ー
ダ
ー
部
門

一
部
体
育
会

19
81
年
設
立
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
門
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
門
，

楽
器
部
門
で
構
成
。

①
応
援
指
導
部
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
門

 
G

R
EA

T
★

B
EE

②
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

 M
IN

N
IE

S

①
応
援
指
導
部
・
楽
器
部
門

②
吹
奏
楽
研
究
部

19
58
年
設
立
。

第
一
文
化
団
体
連
合
会
。

日
本
大
学

応
援
団

体
育
会
サ
ー
ク
ル

19
45
年
設
立
。

右
記
①
の
応
援
リ
ー
ダ
ー
部
及
び
か
つ
て
あ
っ
た

日
本
大
学
応
援
団
本
部
（

19
29
年
設
立
）
は
別
々

の
組
織
。

①
応
援
リ
ー
ダ
ー
部

 デ
ィ
ッ
パ
ー
ズ

20
02
年
設
立
。

②
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 S
PA

R
K

LE
S

20
13
年
設
立
。

日
本
女
子
体
育
大
学

①
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

TO
M

B
O

Y
S

19
94
年
設
立
。

②
ソ
ン
グ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

G
R

IN
S

20
06
年
設
立
。

日
本
体
育
大
学

応
援
団
部
・

リ
ー
ダ
ー
部

応
援
部

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
，
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
で
構
成
。

応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 V
O

RT
EX

19
84
年
応
援
団
内
に
発
足
。

19
97
年
に
独

立
。

応
援
団
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

文
京
学
院
大
学

①
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 S
PA

R
K

Y
S

②
ソ
ン
グ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

 
LE

O
PA

R
D

S

法
政
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

登
録
団
体

19
26
年
設
立
。

19
22
年

9
月
有
志
に
よ
る
組
織
化
あ
り
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
吹
奏
楽
部
，
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
で
構
成
。

応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 G
EN

IE
S

19
74
年
バ
ト
ン
部
設
立
。

19
94
年
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
に
改
称
。

応
援
団
・
吹
奏
楽
部

19
50
年
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
設
立
。

武
蔵
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
連
合
会

昭
和

30
年
代
設
立
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
と
チ
ア
リ
ー
ダ
部
で
構
成
。

応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 P
H

EA
SA

N
TS

19
87
年
設
立
。

武
蔵
野
大
学

フ
ラ
ッ
グ
バ
ト
ン
部



226

国立民族学博物館研究報告　 43巻 2号
応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

明
治
大
学

応
援
団
・

応
援
指
導
班

体
育
会

19
22
年
設
立
。

そ
れ
以
前
に
萌
芽
あ
り
。

現
在
，
バ
ト
ン
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
，
吹
奏

楽
部
の
構
成
。
応
援
指
導
班
と
し
て
は
，
そ
れ
ら

の
下
部
組
織
の
位
置
づ
け
で

20
12
年
に
発
足
。

①
応
援
団
・
バ
ト
ン
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

部
 JE

ST
ER

S
19

63
年
に
応
援
団
内
に
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー

ズ
設
置
。

②
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム

 JA
G

U
A

R
S

20
00
年
設
立
。

③
男
子
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム

 A
NC

HO
RS

20
14
年
設
立
。

応
援
団
・
吹
奏
楽
部

19
49
年
設
立
。

明
治
学
院
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

応
援
団

19
49
年
設
立
。

19
48
年
自
治
会
応
援
団
が
組
織
化
さ
れ
て
い
た
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
，
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
，
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
で
構
成
。

応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 C
H

EE
RY

 
SC

A
R

LE
TS

19
66
年
応
援
部
内
の
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
部

と
し
て
設
置
。

応
援
団
・
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

20
08
年
設
立
。

（
か
つ
て
の
応
援
団
内
の
吹
奏
楽
部

は
，

19
62
年
に
設
置
。

19
69
年
に

独
立
。）

明
星
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

 M
ira

cl
e
★

St
ar

s
20

11
年
設
立
。

目
白
大
学

①
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 Q
U

A
K

ES
②
ソ
ン
グ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
同
好
会

 S
w

al
lo

w
Ta

ils
③
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

立
教
大
学

体
育
会
応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
会

19
31
年
設
立
。

リ
ー
グ
戦
初
優
勝
を
機
に
，
体
育
会
各
部
の
有
志

に
よ
っ
て
創
設
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
吹
奏
楽
部
，
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
で
構
成
。

①
応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

昭
和

50
年
代
に
バ
ト
ン
部
と
し
て
設
立
。

②
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ

 B
EA

M
S

19
95
年
設
立
。

応
援
団
・
吹
奏
楽
部

立
正
大
学

応
援
指
導
部
・

リ
ー
ダ
ー
部
門

19
94
年
設
立
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
門
，
楽
器
部
門
，
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
部
門
で
構
成
。

応
援
指
導
部
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
門

 A
so

ka
★

LU
PI

N
A

S
応
援
指
導
部
・
楽
器
部
門
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応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

早
稲
田
大
学

応
援
部
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
各
部

19
40
年
設
立
。

19
46
年

4
月
体
育
各
部
と
し
て
公
認
さ
れ
る
。
現

応
援
団
か
ら
は
，
そ
れ
以
前
は
前
史
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
，
吹
奏
楽
団
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

ズ
の
三
部
で
構
成
。

①
応
援
部
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

 B
IG

 B
EA

RS
19

77
年
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ
と
し
て
吹
奏

楽
団
の
な
か
に
設
立
。

19
80
年
吹
奏
楽
団

か
ら
独
立
。

19
88
年
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
に
。

②
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

 F
A

LC
O

N
S

19
93
年
設
立
。

③
男
子
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム

 S
HO

CK
ER

S
20

04
年
設
立
。

④
チ
ア
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

 M
Y

N
X

20
11
年
設
立
。

応
援
部
・
吹
奏
楽
団

19
52
年
専
属
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と

し
て
設
立
。

19
65
年
吹
奏
楽
団
に
改
称
。

敬
和
学
園
大
学

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

山
梨
学
院
大
学

応
援
団

19
66
年
設
立
。

現
在
休
団
中
。

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 A
LT

EE
S

長
野
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

金
城
大
学

バ
ト
ン
サ
ー
ク
ル

 L
uc

e

福
井
工
業
大
学

（
か
つ
て
は
リ
ー
ダ
ー
部
も
あ
り
。）

応
援
団
吹
奏
楽
部

中
京
学
院
大
学

チ
ア
サ
ー
ク
ル

中
部
学
院
大
学

チ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
サ
ー
ク
ル

 R
ed

 B
ab

y’
s

20
07
年

6
月
，
硬
式
野
球
部
の
全
日
本
大

学
野
球
選
手
権
初
出
場
な
る
も
応
援
団
，
チ

ア
リ
ー
ダ
ー
が
不
在
の
た
め
設
立
。

常
葉
大
学

①
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 L
EA

V
ES

②
チ
ア
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

 L
O

V
E 

SH
IN

ES
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応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

愛
知
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
会
所
属

19
51
年
設
立
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
と
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
で
構
成
。
応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 tw
in

kl
es

20
07
年
設
立
。

吹
奏
楽
団

St
ar

s
19

64
年
設
立
。

19
65
年
に
応
援
団
に
加
入
。

19
66
年
に
離
脱
し
，
同
好
会
の
吹

奏
楽
団
に
。

愛
知
学
院
大
学

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 F
ai

rie
s

19
92
年
設
立
。

愛
知
淑
徳
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 R
A

N
G

ER
S

19
92
年
設
立
。

愛
知
東
邦
大
学

バ
ト
ン
サ
ー
ク
ル

20
14
年
再
結
成
。

桜
花
学
園
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 M
EM

PH
IS

金
城
学
院
大
学

①
金
城
学
院
大
学
チ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

 
M

aj
or

et
te
♥

A
m

ie
s

②
金
城
学
院

 C
he

er
lis

椙
山
女
学
園
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 F
U

N
N

Y
S

中
京
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

①
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 S
H

EE
P

19
96
年
設
立
。

②
チ
ア
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

 C
H

U
PA

 C
H

A
PU

S

中
部
大
学

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 E
LF

IN
S

名
古
屋
外
国
語
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 W
IT

C
H

ES
19

99
年
設
立
。

名
古
屋
学
院
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

20
16
年
設
立
。

名
古
屋
学
芸
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 W
IT

CH
ES
／

PI
X

IE
S

（
名
古
屋
外
国
語
大
学
と
合
同
）

名
古
屋
商
科
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）
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応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

南
山
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
会

19
55
年
設
立
。

リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
で
構
成
。

①
応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 K
O

A
LA

S
19

89
年
応
援
団
バ
ト
ン
部
か
ら
改
称
。

②
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

 R
★

U
ST

LE
S

19
93
年
設
立
。

名
城
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

準
強
化
ク
ラ
ブ

19
50
年
設
立
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
吹
奏
楽
部
，
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
で
構
成
。

応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 L
EA

PS
20

02
年
設
立
。（

19
71
年
バ
ト
ン
部
，

19
80

年
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
あ
り
。）

応
援
団
吹
奏
楽
部

19
71
年
設
立
。

四
日
市
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
部
あ
り
。）

京
都
外
国
語
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

京
都
産
業
大
学

全
学
応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

独
立
団
・
そ
の
他

19
65
年
設
立
。

20
13
年
復
活
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
，
吹
奏

楽
部
で
構
成

全
学
応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

ST
A

R
D

U
ST

 L
EA

D
ER

S
19

74
年
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ
設
立
。

19
98

年
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
改
称
し
て
，
吹
奏
楽

部
よ
り
独
立
。

19
99
年
よ
り
現
在
の
形
。

全
学
応
援
団
・
吹
奏
楽
部

19
65
年
吹
奏
楽
部
・
バ
ト
ン
ト
ワ

ラ
ー
ズ
と
し
て
設
立
。

京
都
女
子
大
学

①
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 G
A

LA
X

IE
②
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
女
子
大
学

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 A
M

IG
A

S

同
志
社
大
学

応
援
団
・
指
導
部
公
認
団
体
文
化
系

19
06
年
，
相
撲
部
の
応
援
に
集
ま
っ
た
有
志
が
契

機
。

19
41
年
戦
時
統
制
の
強
化
に
伴
い
修
練
団
と
な
る
。

19
46
年
に
復
活
。

19
63
年
応
援
総
部
，

19
67
年
応
援
団
総
部
，

19
72

年
同
志
社
大
学
応
援
団
と
な
る
。

現
在
，
指
導
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
，
吹
奏
楽
部

で
構
成
。

①
応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 c
he

er
in

g 
an

ge
ls

19
78
年
設
立
。（

19
63
年
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン

グ
部
あ
り
。）

②
チ
ア
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

 S
W

EE
Ti

EZ
③
チ
ア
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

 Je
w

el
s

20
05
年

9
月

28
日
設
立
。

④
男
子
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

 B
U

R
N

ER
S

20
14
年
設
立
。

応
援
団
・
吹
奏
楽
部

19
51
年
設
立
。

同
志
社
女
子
大
学

（
同
志
社
大
学
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
①
と
合
同
）
（
同
志
社
大
学
と
合
同
）
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応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

花
園
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

佛
教
大
学

応
援
団

応
援
団
本
部

19
67
年
設
立
。

現
在
，
応
援
団
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
，
吹
奏
楽
部

で
構
成
。

応
援
団
本
部
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 F
IN

D
S

19
82
年
設
立
。

応
援
団
本
部
・
吹
奏
楽
部

立
命
館
大
学

19
50
年
に
中
央
パ
ー
ト
と
し
て
設
立
。

20
08
年
に
リ
ー
ダ
ー
部
は
解
散
。

以
降
，
吹
奏
楽
部
と
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
が
応
援
団

と
し
て
活
動
。

①
応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 P
ee

W
ee

S!
19

76
年
設
立
。

C
ul

tu
re
中
央
事
業
団
体
所

属
。
②
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

19
96
年
設
立
。

応
援
団
吹
奏
楽
部

19
52
年
設
立
。

C
ul

tu
re
中
央
事
業

団
体
所
属
。

龍
谷
大
学

応
援
リ
ー
ダ
ー
部
一
般
同
好
会

20
12
年
設
立
。

（
か
つ
て
は
別
の
応
援
団
が
あ
り
，
右
記
の
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
，
吹
奏
と
と
も
に
活
動
し
て
い
た
。）

バ
ト
ン
・
チ
ア

 S
PI

R
IT

S
19

75
年
頃
設
立
。
体
育
局
本
部
所
属
。

吹
奏
楽
部

19
68
年
設
立
。
学
術
文
化
局
所
属
。

追
手
門
学
院
大
学
応
援
団
リ
ー
ダ
ー
部
応
援
団

20
16
年

4
月
設
立
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
，
吹
奏

楽
部
で
構
成
。

応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 S
ol

di
er

s
19

91
年
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
内

に
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
の
設
立
。

20
15

年
度
よ
り
ダ
ン
ス
部
門
が
で
き
，
改
称
。

応
援
団
吹
奏
楽
団

大
阪
大
谷
大
学

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

大
阪
学
院
大
学

リ
ー
ダ
ー
部

独
立
ク
ラ
ブ

（
過
去
に
別
の
応
援
団
あ
り
。）

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

19
95
年
設
立
。

吹
奏
楽
部

19
68
年

5
月
応
援
団
吹
奏
楽
部
と

し
て
設
立
。

19
70
年

3
月
応
援
団
廃
部
に
よ
り
，

同
年

4
月
よ
り
同
好
会
へ
。

19
73
年

4
月
吹
奏
楽
部
設
立
。

大
阪
経
済
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 JA
N

U
S

吹
奏
楽
総
部

19
60
年
大
阪
経
済
大
学
応
援
団
吹

奏
楽
部
と
し
て
設
立
。

19
67
年
に
独
立
，
大
阪
経
済
大
学

吹
奏
楽
総
部
と
な
る
。

大
阪
経
済
法
科
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）
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応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

大
阪
工
業
大
学

応
援
団

「
そ
の
他
諸
団
体
」

の
「
応
援
団
」

19
63
年
再
結
成
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
，
旗
手

部
か
ら
な
る
。

（
こ
れ
以
前
の
応
援
団
は

19
59
年
に
解
散
。）

大
阪
国
際
大
学

競
技
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
＆
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

部
 G

LO
O

B
Y

S
20

09
年
設
立
。

大
阪
産
業
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

体
育
会
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム

 S
H

IN
Y

 
H

O
R

N
ET

S
19

93
年

D
ai

sy
sと
し
て
設
立
。

20
08
年
に

改
称
し
て
再
開
。

大
阪
商
業
大
学

応
援
団

独
立
団
体

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 G
LI

TT
ER

S
20

09
年
設
立
。

吹
奏
楽
部

20
09
年
設
立
。
文
化
系
所
属
。

大
阪
女
学
院
大
学

チ
ア
部

 W
in

dy
s

大
阪
体
育
大
学

①
応
援
団
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 JA
SP

ER
S

「
そ
の
他
・
同
好
会
」
の
所
属
。

19
86
年
設
立
。

②
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

20
05
年
設
立
。

大
阪
電
気
通
信
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

関
西
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

単
独
パ
ー
ト

19
22
年
設
立
。

（
19

13
年
第

4
回
関
西
学
生
相
撲
大
会
に
お
い
て

関
西
大
学
応
援
団
結
成
と
い
う
記
載
も
あ
り
。）

19
41
年
応
援
団
等
，
解
散
。

19
46
年
復
活
。

現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
バ
ト
ン
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

部
，
吹
奏
楽
部
の
三
部
で
構
成
。

（
か
つ
て
関
西
大
学
二
部
に
も
応
援
団
あ
り
。）

①
応
援
団
・
バ
ト
ン
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 
H

EL
IO

S
19

62
年
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部
と
し
て

設
立
。

19
92
年

H
EL

IO
S
と
命
名
。

19
98

年
バ
ト
ン
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
改
称
。

②
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
同
好
会

 C
LA

IR
S

①
応
援
団
・
吹
奏
楽
部

19
54
年
設
立
。

②
同
好
会
吹
奏
楽
サ
ー
ク
ル

 B
is

関
西
外
国
語
大
学

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 P
Y

R
AT

ES
19

91
年
設
立
。
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応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

近
畿
大
学

応
援
部
・

リ
ー
ダ
ー
部

学
生
団
体
・
独
立

団
体

19
41
年
有
志
に
よ
っ
て
設
立
。

（
19

26
年
前
身
が
相
撲
応
援
に
参
加
。）

19
52
年
全
学
応
援
団
と
な
る
。

19
89
年
応
援
部
に
改
称
。

現
在
，
応
援
部
は
リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

部
で
構
成
。

応
援
部
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 B
U

M
 B

U
L 

B
EE

S
19

91
年
頃
設
立
。

吹
奏
楽
部

19
52
年
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
設
立
。

19
61
年
吹
奏
楽
部
と
し
て
再
結
成
。

19
67
年

 吹
奏
楽
部
と
し
て
独
立
団

体
と
な
る
。

四
天
王
寺
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ

 D
ee

rs
20

12
年
設
立
，

20
14
年
部
に
昇
格
。

摂
南
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 M
ER

RY
S

20
05
年

12
月
頃
設
立
。

梅
花
女
子
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 R
A

ID
ER

S
19

92
年
設
立
。

阪
南
大
学

阪
南
大
学
応
援
団
天
美
曻
昂
会
と
い
う
団
体
あ
り
。
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 G
A

R
N

ET
S

20
05
年
設
立
。

桃
山
学
院
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 F
U

N
K

Y
 F

LA
PP

ER
S

芦
屋
大
学

フ
ロ
ア
・
ダ
ン
ス
・
バ
ト
ン
部

関
西
国
際
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

 G
lo

ry
 S

un
ris

e

関
西
学
院
大
学

応
援
団
総
部
・

指
導
部

学
生
連
盟
加
盟
団

体

19
46
年
設
立
。

（
19

38
年
相
撲
大
会
の
応
援
団
コ
ン
テ
ス
ト
優
勝
。

戦
時
中
は
「
報
国
団
推
進
班
」
な
ど
の
前
身
あ
り
。）

19
69
年
応
援
団
総
部
指
導
部
へ
改
称
。

現
在
，
指
導
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
，
吹
奏
楽
部

で
構
成
。

応
援
団
総
部
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 D
O

LP
H

IN
S

19
66
年
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
が
応
援
団
総

部
に
正
式
加
入
。

19
91
年
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
改
称
，

D
O

LP
H

IN
S
を
名
乗
る
。

応
援
団
総
部
・
吹
奏
楽
部

19
54
年

5
月
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
と

し
て
設
立
。

甲
南
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。

19
53
年
同
好
会
と
し
て

活
動
開
始
。

19
54
年
設
立
。）

体
育
会
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 R
ED

 
G

A
N

G
ER

S
19

84
年
設
立
。

甲
南
女
子
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 B
EL

U
G

A
S

19
93
年
設
立
。
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応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

神
戸
学
院
大
学

①
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 S
EA

G
U

LL
S

②
バ
ト
ン
部

20
06
年
設
立
。

吹
奏
楽
部

19
71
年
設
立
。

神
戸
女
学
院
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 V
EN

U
S

19
92
年
愛
好
会
と
し
て
設
立
。

20
13
年
度

4
月
よ
り
，
現
在
の
新
生

V
EN

U
S

と
し
て
活
動
。

園
田
学
園
女
子
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 W
H

IT
E 

TI
G

ER
S

20
06
年
設
立
。

姫
路
獨
協
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。

19
90
年
代
後
半
設
立
。）

兵
庫
大
学

チ
ア
ダ
ン
ス
部

武
庫
川
女
子
大
学

バ
ト
ン
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 H
O

N
EY

 
B

EE
20

10
年
設
立
。

流
通
科
学
大
学

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 B
A

G
EL

S
19

93
年
設
立
。

畿
央
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 T
IN

K
ER

S

天
理
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 B
ra

ce
19

89
年
設
立
。

20
08
年
復
活
。
学
生
自
治
会
所
属
。

環
太
平
洋
大
学

①
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 W
ar

rio
rs

20
16
年

4
月
設
立
。

②
ダ
ン
ス
部

20
15
年

4
月
設
立
。

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

20
10
年

4
月
設
立
。

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清

心
女
子
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 G
R

A
N

D
EU

R
S

広
島
経
済
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

体
育
会
系
サ
ー
ク
ル
現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
，
吹
奏

楽
部
で
構
成
。

応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

応
援
団
・
吹
奏
楽
部
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応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

広
島
国
際
学
院
大

学
（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

広
島
修
道
大
学

応
援
指
導
部

体
育
局

19
62
年
広
島
商
科
大
学
応
援
団
と
し
て
設
立
。

19
73
年
校
名
変
更
に
伴
い
広
島
修
道
大
学
応
援
団

へ
そ
し
て
広
島
修
道
大
学
応
援
指
導
部
へ
と
改
称
。

福
山
大
学

ダ
ン
ス
部
（
チ
ア
ダ
ン
ス
）

四
国
大
学

①
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
・
チ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

②
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

四
国
学
院
大
学

吹
奏
楽
団

高
松
大
学

チ
ア
★
ダ
ン

松
山
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

体
育
会
系
（
そ
の
他
）
所
属
。

九
州
共
立
大
学

応
援
指
導
部

体
育
系
サ
ー
ク
ル

19
65
年
設
立
。

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

 S
N

IP
ER

S
20

13
年
設
立
。

九
州
国
際
大
学

（
八
幡
大
学
時
代
に
応
援
団
あ
り
。
ま
た
「
サ
ポ
ー

タ
ー
隊
チ
ア
ガ
ー
ル
」
と
い
う
部
も
あ
っ
た
。）

九
州
産
業
大
学

応
援
リ
ー
ダ
ー
隊
学
友
会
執
行
部

応
援
リ
ー
ダ
ー
隊
と
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
で
構
成
。

体
育
会
執
行
部
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

九
州
女
子
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
同
好
会

久
留
米
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 W
IN

D
Y

西
南
学
院
大
学

応
援
団

応
援
指
導
部
。

一
般
の
ク
ラ
ブ
か

ら
独
立
し
た
団

体
。

応
援
団
，
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
，
吹
奏
楽
団
で
構
成
。

応
援
指
導
部
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

 H
EA

RT
IE

S
応
援
指
導
部
・
吹
奏
楽
団
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応
援
団

（
リ
ー
ダ
ー
部
）

所
属
・
分
類

沿
革
と
構
成
な
ど

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て

西
南
女
学
院
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

 L
U

C
IS

中
村
学
園
大
学

バ
ト
ン
同
好
会

20
01
年
設
立
。

日
本
経
済
大
学

（
か
つ
て
応
援
団
あ
り
。）

ダ
ン
ス
部

福
岡
大
学

応
援
団
・

応
援
指
導
部
リ
ー

ダ
ー
部
門

体
育
部
会

19
57
年

6
月
各
部
か
ら
の
推
薦
に
よ
る
有
志
で
設

立
。
現
在
，
リ
ー
ダ
ー
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
と
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
及
び
指
導
部
の
吹
奏
楽
団
（
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

の
呼
称
も
）
が
あ
る
。

応
援
指
導
部
リ
ー
ダ
ー
部
門
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

 
K

EI
TS

19
92
年
頃
設
立
。

応
援
指
導
部
・
吹
奏
楽
団

19
60
年
応
援
団
内
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
門
と
し
て
設
立
。

熊
本
学
園
大
学

応
援
団
・

リ
ー
ダ
ー
部

学
生
自
治
会
・

学
会

19
64
年
設
立
。

リ
ー
ダ
ー
部
と
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ト
部
，
グ

リ
ー
ン
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

3
つ
で
構
成
。

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

日
本
文
理
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 B
R

AV
ES

19
94
年
設
立
。

別
府
大
学

吹
奏
楽
団

立
命
館
ア
ジ
ア
太

平
洋
大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

 L
IL

IE
S

20
00
年
設
立
。

吹
奏
楽
部

文
化
芸
術
所
属
。

鹿
児
島
純
心
女
子

大
学

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
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注
1） 本稿では，応援団という男性によって中心的に形成された組織に焦点を当てるため，短期
大学は基本的に調査対象に含めていない。女子学生が占める割合の高い短期大学では，応援
団（以下で述べるリーダー部）の存在はあまりないと想定しているからである。ただし，大
学法人によっては四年制大学にあわせて短期大学を経営していることもあり，そうした大学
ではサークル活動を合同で行っている場合もある。その場合は，表で言及している。

2） この条件では，数が多くないものの省庁大学校が対象外となる。それらのなかで応援団が
あることが知られているのは防衛大学である。末尾に掲載する表にあわせてデータを提示す
ると，同大学の応援団は，1956年に設立され，委員会に所属している。

3） 表の中において，一部和暦の記載が残されている。これはもとの文書に昭和何年代などの
かたちで表記されているため，西暦に転換しにくかった箇所である。

4） 応援指導部などの名称もある。本文ではリーダー部で統一してある。
5） 歴史的にはバトントワリング部を起源として，後にチアリーダー部に変化していることが
多い。本文では煩雑となるので，両者を合わせてチアリーダー部として記述してある。ただ
しデータ一覧のなかでは，正式名称で記載してある。

6） ブラスバンド部としての表記もある。データの一覧の箇所以外の本文では吹奏楽部で統一
してある。

7） 数値は，文部科学省のホームページによる。2017年 6月 17日閲覧。
8） 応援団によっては，「演武」と表記することもある。本稿では演舞で統一してある。
9） 応援団の運営するホームページ参照（http://otaru-uc-ouendan.com/about/）。2018年 1月 13
日閲覧。なお，応援団には休部中の期間もあるため，設立年と第何代の代数が正確に一致す
るとは限らない。

10） 後援会 HP（http://endan.s366.xrea.com/index2004.html）を参照のこと。2017年 5月 23日閲
覧。

11） 数値は，文部科学省のホームページによる。2017年 6月 17日閲覧。
12） 『文部科学統計要覧（平成 27年版）』の「9.大学」の「学校数」を参照のこと（http://

www.mext.go.jp/b_menu/toukei/002/002b/1356065.htm）。2018年 1月 18日閲覧。
13） 数値は，文部科学省のホームページによる。2017年 6月 17日閲覧。
14） キショウ堂による広島の大学応援団の団章に関する HP（http://www.kishodo.co.jp/museum/

boen/osu.htm）を参照。2017年 10月 1日閲覧。
15） 熊本学園大学の記念誌に転載されている全九州学生応援団連盟のポスター（熊本学園大学
学生自治会応援団 2014: 17）を参照。前身の八幡大学が参加している。応援団か応援指導部
なのかなどの名称は不明であるため，本文では省略してある。

16） 熊本学園大学の記念誌に転載されている全九州学生応援団連盟のポスター（熊本学園大学
学生自治会応援団 2014: 17）を参照。前身である鹿児島経済大学が参加している。応援団か
応援指導部なのかなどの名称は不明であるため，本文では省略してある。また，鹿児島経済
大学の HPのインタビュー記事には，元応援団員が登場している（http://www.iuk.ac.jp/
graduate/dousoukai/dousou_4.html）。2017年 10月 19日閲覧。

17） 武庫川女子大学教育研究所の女子大学統計・大学基礎統計における「表 1．女子大学の創
立及び共学化についての基礎データ」（http://www.mukogawa-u.ac.jp/~kyoken/013.pdf）も参照
のこと。

18） 注 17の表を用いて計算した。
19） 同様の記述は，京都大学体育会 60周年記念誌にも掲載されている（http://www.kusu.

kyoto-u.ac.jp/history/7_clubprofiles/753.html）。2018年 1月 17日閲覧。
20） 現在の応援団関係者には，七大戦と呼び習わされている。興味深いことに，七帝戦と呼称
されることもある。これはいずれの大学も旧帝国大学であったことを機縁とする呼び名であ
る。本稿で先に，現在の国立大学応援団には帝国大学自体の応援団については言及が見当た
らないということを指摘したが，これは数少ない例外である。なお，この 7大学には，京城
帝国大学と台北帝国大学という植民地にあった帝国大学は数えられていない。

21） 『文部科学統計要覧（平成 27年版）』の「9.大学」を参照のこと（http://www.mext.go.jp/b_
menu/toukei/002/002b/1356065.htm）。2018年 1月 18日閲覧。

22） 『山陰中央新報』2007年 11月 10日 23面の記事「応援団廃部の島大　チアガール結成『選
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手後押しを』」を参照。
23） 興味深いのは高崎経済大学の例で，1968年から所属を体育会から大学直属の団体へと移
行している（高崎経済大学直属応援団 2011: 111）。

24） 2016年 1月 30日国立民族学博物館共同研究「応援の人類学―政治・スポーツ・ファン
文化からみた利他性の比較民族誌」における筆者の発表「応援文化という領域と特性―日
本の大学応援団の変化から考える」に対する風間計博教授（京都大学人間・環境学研究科）
のコメントによる。
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成。リーダー部，チアリーダー部，吹奏楽部①の設立年は，ウィキペディアの「東北大学学友
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大学 HP（http://www.undou-kai.com/club_introduction/），チアリーダー（http://www.undou-kai.com/
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名古屋大学
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clubs/index.html）をもとに作成。2017年 5月 23日閲覧。応援団の沿革等については団の記念誌
を参照（名古屋大学応援団 2012: 18; 26）。

愛知教育大学
大学 HP（http://www.aichi-edu.ac.jp/campus/club/club.html），及び部 twitter（@misa3008）をもとに
作成。2017年 5月 23日閲覧。

三重大学
大学 HP（http://www.mie-u.ac.jp/students/activities/clubhyou.html），及びそれにリンクのある部 HP
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（http://miecheer.fc2-rentalserver.com/）をもとに作成。設立年は後者の「団旗紹介」欄の「平成十
六年度」に「創団二十周年」との文言より計算。2017年 5月 23日閲覧。チアリーダーのチーム
名と設立年は，大会パンフレット（公益社団法人日本チアリーディング協会 2018a: 9）を参照。

滋賀大学
大学 HP（http://www.econ.shiga-u.ac.jp/main.cgi?c=8:3）及び，それにリンクのある部 HP（http://
sugars.webnode.jp/）をもとに作成。2017年 5月 23日閲覧。

京都大学
応援団は大学 HP（http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/education-campus/campus/activities/circle/undou.html），
及び部 HP（http://kyo-dark.sakura.ne.jp/index.html） を。吹奏楽部②は大学 HP（http://www.kyoto-u.
ac.jp/ja/education-campus/support/circle/bunka.html）をもとに作成。2017年 5月 23日閲覧。

大阪大学
応援団は大学 HP（http://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/circle-club/taiiku_all），沿革，チアリーダー
①，吹奏楽部①はそれにリンクのある部 HP（http://www.oh-endan.com/）を，チアリーダー②は
大学 HPからリンクある部 HP（https://osaka-u-rebels.jimdo.com/?mobile=1）を，吹奏楽部②は大
学 HP（http://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/circle-club/bunka_all）をもとに作成。2017年 5月 23日
閲覧。また記念誌（大阪大学応援団 2011）も参照のこと。

兵庫教育大学
大学 HP（http://www.hyogo-u.ac.jp/campuslife/active.php），及びそこに記載の紹介文（http://www.
hyogo-u.ac.jp/campuslife/cheer.pdf）をもとに作成。2017年 5月 23日閲覧。チアリーダーの設立
年は，大会パンフレット（公益社団法人日本チアリーディング協会 2018a: 9）を参照。

神戸大学
応援団は大学 HP（http://www.kobe-u.ac.jp/campuslife/life/club/official.html），及びそこにリンクの
ある部 HP（http://home.kobe-u.com/ouendan/）と吹奏楽部の HP（http://home.kobe-u.com/brass/）。
チアリーダー②は部 HP（http://ravens-kobe.com/?cat=110），その②の設立の経緯についてはウィ
キペディアの「神戸大学レイバンズ」（https://ja.wikipedia.org/wiki/神戸レイバンズ）をもとに作
成。2017年 5月 23日閲覧。沿革と構成やチアリーダー①の説明は，記念誌（神戸大学応援団総
部創立 50周年記念誌編集委員会 2010）を参照のこと。

島根大学
『山陰中央新報』2007年 11月 10日 23面の記事「応援団廃部の島大　チアガール結成『選手後
押しを』」を参照。

岡山大学
大学 HP（https://www.okayama-u.ac.jp/tp/life/seikatu_b7-2.html），沿革はそれにリンクのある部 HP
（ http://okadaiouendan.web.fc2.com/history3.html），チアリーダーの説明は部 HP（ http://www.

geocities.jp/wizards_ouc/Report1.html），吹奏楽部①は大学 HPよりリンクのある部 HP（http://
okadaiwind.wixsite.com/okadaiwind/about），吹奏楽部②は大学 HP（http://seikagai.ccsv.okayama-u.
ac.jp/data/club_tsushima/top）をもとに作成。2017年 5月 23日閲覧。

広島大学
大学 HP（https://momiji.hiroshima-u.ac.jp/momiji-top/life/taiikukai.html），及びそれにリンクのある
部 HP（https://hirodai-dandan.jimdo.com/広島大学体育会応援団について/），チアリーダーは部 HP
（http://sports.geocities.jp/hirodaiouendan/）をもとに作成。2017年 5月 23日閲覧。
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山口大学
大学 HP（http://gakuseishien.jimu.yamaguchi-u.ac.jp/tebiki/html/f16-01.htm）とそこの紹介 pdf（http://
gakuseishien.jimu.yamaguchi-u.ac.jp/tebiki/syorui/kagai-23.pdf）。チアリーダーは部 HP（http://scam 
pish.blog.fc2.com/）をもとに作成。2017年 5月 23日閲覧。チアリーダーの設立年は，大会パン
フレット（公益社団法人日本チアリーディング協会 2018a: 12）を参照。

愛媛大学
応援団は大学 HP（https://www.ehime-u.ac.jp/circle/circle-4723/），及び大学の広報誌（愛媛大学広
報室 2016: 17–18）をもとに，チアリーダーは大学での紹介ページ（https://www.ehime-u.ac.jp/
circle/circle-4615/）をもとに作成。2017年 5月 23日閲覧。

九州大学
応援団及び各種吹奏は大学 HP（http://kagai.student.kyushu-u.ac.jp/），チアリーダーは九州大学学
生支援サイトからリンクのある部 HP（https://go-etoiles.jimdo.com/ヒストリー/）をもとに作成。
2017年 5月 23日閲覧。応援団の設立年は，団誌（川崎 2013a; 2013b）を参照。

佐賀大学
大学 HP（http://www.sc.admin.saga-u.ac.jp/kagai.html），及び部 twitter（@sagamed_starry）をもと
に作成。2017年 5月 23日閲覧。

長崎大学
大学のサークル紹介 HP（http://www.nagasaki-u.net/sports/cheerleading），及びそれにリンクのある
部 HP（http://ameblo.jp/berries-cheer/）をもとに作成。2017年 5月 23日閲覧。
チアリーダーの設立年は 2005年とあるが，大会パンフレット（公益社団法人日本チアリーディ
ング協会 2018a: 10）によると 2006年になる。

熊本大学
大学 HP（http://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakuseikatsu/kagaikatudou），及びそれにリンクのある部
HP（http://www.geocities.jp/kumadaiouendan/index.htm）と部による別の HP（https://kumadaiblazes.
jimdo.com/）。沿革は OB会 HP（https://www.kumadai-ohendan-ob.org/）の「熊大応援団の歩み」，
チアリーダーの設立年は大学の広報誌（http://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/kouhou/kouhou 
shi/kumadainow/people/p250425），吹奏楽部は上記の大学 HP及び OB会 HPの情報をもとに作成。
2017年 5月 23日閲覧。

宮崎大学
大 学 HP（ http://gakumu.of.miyazaki-u.ac.jp/gakumu/campuslifeinfo/campuslife/clubactivity/circleintro 
duction.html）をもとに作成。2017年 5月 23日閲覧。
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公立はこだて未来大学
大学 HP（https://www.fun.ac.jp/campuslife/relationdata/circle/）をもとに作成。2017年 5月 23日閲覧。

群馬県立女子大学
部 HP（https://gallop1122.jimdo.com/）をもとに作成。設立年は，HPでは「2011年 11月 22日」
とあるが，部 facebookでは 2012年となる。2017年 5月 24日閲覧。

高崎経済大学
大 学 HP（ http://www.tcue.ac.jp/life/association/index.html）。沿 革（ http://www1.tcue.ac.jp/home1/
ohendan/danshi.htm）と構成（http://www1.tcue.ac.jp/home1/ohendan/kikouzu.htm）はそれぞれ大学
HPとリンクのある部 HP。吹奏楽部は部 HP（https://tcuewo.jimdo.com/高経吹奏楽部について/）
をもとに作成。吹奏楽部の箇所は 2017年 5月 30日閲覧。それ以外は 2017年 5月 24日閲覧。
また記念誌（高崎経済大学直属応援団 2011）も参照。

埼玉県立大学
大学 HP にあるサークル一覧（http://www.spu.ac.jp/download.rbz?cmd=50&tg=30&cd=1961&nc= 
1421997036）をもとに作成。2017年 5月 30日閲覧。

首都大学東京
大学 HP（http://www.gs.tmu.ac.jp/gakuseika/05_activities/01_touroku_list.html），及びそこからリン
クのある部 HP（http://tmuouendan.web.fc2.com/syoukai.html），設立年は部 facebook（https://www.
facebook.com/pg/ritztmu/about/?ref=page_internal），沿革の再結成の年及びチアリーダー②の説明
は「首都大学東京応援団 25周年」の facebook（https://www.facebook.com/tmucheer25/）における
2017 年 11 月 2 日と同年 11 月 5 日の記事，チアリーダー③は部 HP（http://cheerleadingtmu.
wixsite.com/wildboars）をもとに作成。2017年 5月 30日閲覧。

神奈川県立保健福祉大学
大学 HP（http://www.kuhs.ac.jp/life/2014032500016/）をもとに作成。2017年 5月 30日閲覧。

横浜市立大学
大学 HP（http://www.yokohama-cu.ac.jp/students/activity/clubhakkei.html），及びそこにリンクのあ
る部 HP（https://ycu-cheer.jimdo.com/）をもとに作成。2017年 5月 30日閲覧。

都留文科大学
ストリートダンスサークルは部 twitter（@tsuruSDC），沿革の過去の応援団は同窓会報（松本 
2013: 8）をもとに作成。2017年 5月 30日閲覧。沿革の現在の状況は「平成 29年度都留文科大
学体育会本部」の twitter（@tsuruuniv_sport）の 2017年 6月 30日の記事を参照。2018年 1月 7
日閲覧。

福井県立大学
大 学 HP（ http://www.fpu.ac.jp/campus_life/prospective_students/clubs.html），及 び 部 HP（ http://
redvegas.web.fc2.com/about.html）をもとに作成。2017年 5月 31日閲覧。

静岡県立大学
大学 HP（http://www.u-shizuoka-ken.ac.jp/campuslife/support/club/#004c1cd3），設立年は大学広報誌
（静岡県立大学広報委員会 2007: 27）をもとに作成。2017年 5月 31日閲覧。
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滋賀県立大学
部 HP（http://ameblo.jp/cheer-ducks-usp/），設立年は大学広報誌（滋賀県立大学広報委員会 2013: 
9）をもとに作成。2017年 6月 1日閲覧。

京都府立大学
所属については大学の過去の HP（https://web.archive.org/web/20150118081242/http://cocktail.kpu.
ac.jp:80/gakuseika/seikatsu/spor.htm），沿革の設立年は OB 会の facebook（https://www.facebook.
com/kpu.ashidakai/）を参照。2017年 6月 1日閲覧。構成は団誌（大阪府立大學應援團・京都府
立大学應援團 n.d.: 10）を参照。

大阪府立大学
大学 HP（http://www.osakafu-u.ac.jp/campus_life/active/club/club-list/, http://www.osakafu-u.ac.jp/campus_
life/active/club/club-list/125-2/），設立年は部 facebook（https://www.facebook.com/pg/opucheer/about/ 
?ref=page_internal）をもとに作成。2017年 6月 1日閲覧。なお記念誌（大阪府立大学應援団 
2010）も参照。

大阪市立大学
大学 HP（ http://www.osaka-cu.ac.jp/ja/education/after_school/extracurricular_activities/club_list/index.
html），バトン部のチーム名はそこからリンクある部 HP（http://www.ocucp.sakura.ne.jp/about/
kakubu/batton_about.html）をもとに作成。沿革の設立年は，部の掲示板（http://www4.rocketbbs.
com/341/bbs.cgi?id=ocuendan&mode=pickup&no=726）の 2006年 9月 18日に掲載された「大阪市
立大学応援団創設四十五周年記念式典」の文言から計算。2017年 6月 7日閲覧。

兵庫県立大学
大学 HP（http://www.u-hyogo.ac.jp/campuslife/club/index.html），及び部 HP（http://kendai-east-hbc.
com/wordpress/），沿革の復活年は大学同窓会 HP（http://blog.tansuikai-jimukyoku.org/article/174 
616135.html）をもとに作成。2017年 6月 7日閲覧。

島根県立大学
大学 HP（http://www.u-shimane.ac.jp/content/05life/01hamada/05club/）をもとに作成。2014年 1月
28日閲覧。

下関市立大学
過去の部 HP（https://web.archive.org/web/20150224221841/http://sky.geocities.jp/scuendan31/）をを
もとに作成。2017年 6月 15日閲覧。

北九州市立大学
大 学 HP（ https://www.kitakyu-u.ac.jp/campus/student_affairs/2011-1214-1712-15.html）及 び 部 HP
（http://kitakyuouendan.blog.fc2.com/）に掲載されていた「旗揚げからの歴史」の PDFファイル，
チアリーダー部はあわせて部 HP（http://gocheer.blog.fc2.com/）をもとに作成。2017年 6月 17日
閲覧。「旗揚げからの歴史」は，2017年 10月 23日に閲覧。

宮崎公立大学
大学 HP（http://www.miyazaki-mu.ac.jp/student/extracurriculum.html#ct02）をもとに作成。2017年
6月 17日閲覧。

名桜大学
大学 HP（http://www.meio-u.ac.jp/campus-life/extracurricular-activity.html），及びそれにリンクのある部
HP（https://meio-cheer2016.wixsite.com/meio-ouendan/blank-2）をもとに作成。2017年 6月 17日閲覧。
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参考資料 3

旭川大学
過去の応援団と応援団ブラスについては，旭川大学短期大学部の佐々木ゼミのブログ（https://
sasaki-seminar.jimdo.com）に関連のメディア情報が整理されている。応援団チアリーダー部は大
学 HP（https://www.asahikawa-u.ac.jp/about/club-circle/）をもとに作成。2017年 6月 24日閲覧。

札幌大学
応援団については大学 HP（http://www.sapporo-u.ac.jp/campuslife/circle/external/cheergroup.html），
チアリーダーは大学 HPにリンクのある部 twitter（@su_beams）をもとに作成。2017年 6月 24
日閲覧。

札幌学院大学
大学 HP（http://www.sgu.ac.jp/campuslife/club/sports/do050b00000004nc.html）をもとに作成。2017
年 6月 24日閲覧。

札幌国際大学
大学 HP（http://www.siu.ac.jp/club/sports_club/?link=cheer_leading）をもとに作成。2017年 6月 24
日閲覧。

星槎道都大学
大学 HP（http://www.seisadohto.ac.jp/campus_life/club/）。沿革の設立年は OBによる HP（http://
www.hirokazu.net/hitori-29-03-19.html），及び過去の大学 HP（http://www.dohto.ac.jp:80/gakuseibu/
club/s_main.htm）をもとに作成。2017年 6月 24日閲覧。応援団指導部とその開始年は部 twitter
（@seisaouendan）をもとに作成。2018年 3月 3日閲覧。

藤女子大学
大学 HP（http://www.fujijoshi.ac.jp/contents/clublist/cheer_dance/）をもとに作成。2017年 6月 25
日閲覧。

北星学園大学
大学 HP（http://www.hokusei.ac.jp/campuslife/circle/）をもとに作成。2017年 6月 25日閲覧。

北海学園大学
大学 HP（ http://hgu.jp/campus/circle/），チアリーダーのチーム名は部 HP（ http://ameblo.jp/
hguberries/），沿革の設立年は大学 HP（http://hgu.jp/info/2013/04/本学学生マスメディア団体「Ⅰ
部新聞会」が %EF%BC%8C北/），復活年は東北学院大学応援団の部 HP（http://blog.livedoor.jp/
tgu2014ouendan/archives/1039961001.html）をもとに作成。2017年 6月 25日閲覧。

北海道科学大学
大学 HP（http://navi.hus.ac.jp/fulfill/club/），チアリーダーの独立年は大学による同窓会活動助成プ
ロジェクトの報告（https://www1.hus.ac.jp/~dosokai/get_file?key=1487835674523.pdf&mode=page）
をもとに作成。2017年 6月 29日閲覧。

酪農学園大学
ウィキペディアの「全日本学生応援団連盟」（https://ja.wikipedia.org/wiki/全日本学生応援団連盟）
をもとに作成。2017年 6月 25日閲覧。
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富士大学
ウィキペディアの「全日本学生応援団連盟」（https://ja.wikipedia.org/wiki/全日本学生応援団連盟）
をもとに作成。2017年 6月 25日閲覧。

石巻専修大学
応援団 HP（http://isuouendande.gozaru.jp/syoushi.html）をもとに作成。2017年 6月 26日閲覧。

仙台大学
大学 HP（http://www.sendaidaigaku.jp/gakubu/gakusei/club.html）をもとに作成。2017年 6月 26日
閲覧。

仙台白百合女子大学
大学 HP（http://sendai-shirayuri.ac.jp/campuslife/club.html），及び部 twitter（@csh_cheer）の 2014
年 11月 20日のツイートをもとに作成。2017年 6月 29日閲覧。

東北学院大学
応援団（http://www.gakuseikai.exact.tgu.jp/circle/sougou/index.html），チアリーダー（http://www.
gakuseikai.exact.tgu.jp/circle/other/index.html），吹奏楽部（http://www.gakuseikai.exact.tgu.jp/circle/
other/index.html），沿 革 の 設 立 年（ http://www.tohoku-gakuin.ac.jp/tgmind/info/report/161109-01.
html），トレフレッチェ（http://www.tohoku-gakuin.ac.jp/info/top/151013-2.html）はいずれも大学
HPをもとに作成。2017年 6月 29日閲覧。

東北工業大学
大学 HP（http://www.tohtech.ac.jp/campus/club/index.html），チアリーダーのチーム名は部 twitter
（@TIT_GLANZ）をもとに作成。2017年 6月 29日閲覧。

東北福祉大学
過 去 の 応 援 団（ https://www.tfu.ac.jp/campus_life/sports/arpn890000000enc-att/arpn890000005dn0.
pdf），チアリーダー（https://www.tfu.ac.jp/club/41.html）はいずれも大学 HPをもとに作成。2017
年 6月 29日閲覧。

宮城学院女子大学
大学 HP（http://www.mgu.ac.jp/main/campus/circle/circle04/index.html）をもとに作成。2017年 6月
30日閲覧。

流通経済大学
大学 HP（http://www.rku.ac.jp/campuslife/activities/circles/），チーム名はそこよりリンクのある部
HP（http://ameblo.jp/glitters2013/）をもとに作成。2017年 6月 30日閲覧。

足利工業大学
大学HP（http://www.ashitech.ac.jp/campuslife/circle.html），沿革はそれにリンクのある部HP（http://
www2.ashitech.ac.jp/club/cheering ％20party/index02.html），チアリーダーは部の古い HP（https://
ouendan.jimdo.com/チアリーディング部/），吹奏楽部は大学 HP（http://www2.ashitech.ac.jp/club/
wind instrument music/）をもとに作成。2017年 6月 30日閲覧。

宇都宮共和大学
大学 HP（http://www.ujc.ac.jp/circle/form/?id=13）をもとに作成。2017年 6月 30日閲覧。
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国際医療福祉大学
部 twitter（@IUHW_Asters）をもとに作成。2017年 6月 30日閲覧。

作新学院大学
大学 HP（http://www.sakushin-u.ac.jp/club/）をもとに作成。2017年 6月 30日閲覧。

白鷗大学
チアリーダー①は学友会・愛好会の twitter（@hakuoh_gakuyuu）の 2017年 4月 16日分，チア
リーダー②は大学 HP（http://seminar.hakuoh.jp/gakusei/dantai_info/club/clublist.php）をもとに作成。
2017年 7月 1日閲覧。

上武大学
大学 HP（http://www.jobu.ac.jp/club_circle/index.html），チアリーダーのチーム名は部 twitter（@
GLITTERS_JOBU），吹奏楽部は部 HP（http://jobuwind.fc2web.com/profile.html），沿革は過去の大
学 HP（https://web.archive.org/web/20090802040841/http://www.jobu.ac.jp:80/club_circle/index.html），
箱根駅伝に初出場した年は部 HP（https://www.jobuekiden.com/profile）も参照して作成。2017年
7月 1日閲覧。

城西大学
応援団は大学 HP（http://www.josai.ac.jp/club/top.html）。その設立年は部 HP（http://juzengaku 
ouendan.web.fc2.com/danchouaisatsu.html），チ ア リー ダー の チー ム 名 は 部 twitter（@JU_
BLUECATS），吹奏楽部は大学 HPからリンクのある部 HP（http://jubrassband.blog.fc2.com）をも
とに作成。2017年 7月 2日閲覧。

尚美学園大学
大学 HPからリンクのある部 HP（https://www.shobi-u.ac.jp/veritas/）をもとに作成。2017年 7月
2日閲覧。

東京国際大学
応援団（http://www.tiu.ac.jp/campus/club/），チアリーダー（http://www.tiu.ac.jp/sports/dolphins/），
吹奏楽部（http://www.tiu.ac.jp/campus/club/tiuwo/）は，それぞれの大学 HPをもとに作成。2017
年 7月 13日閲覧。チアリーダーの設立年は，大会パンフレット（公益社団法人日本チアリー
ディング協会 2018b: 26）を参照。

獨協大学
大学 HPよりリンクのある部の HP（http://www2.dokkyo.ac.jp/~club0082/）をもとに作成。2017
年 7月 13日閲覧。

日本医療科学大学
部 twitter（@NIMS_BREAKERS）をもとに作成。2017年 7月 13日閲覧。

日本工業大学
過去の大学 HP（https://web.archive.org/web/20080714143338/http://www.nit.ac.jp:80/club/club.html, 
https://web.archive.org/web/20080716102929/http://www.nit.ac.jp:80/club/sports03.html）を参照。2017
年 7月 13日閲覧。

日本薬科大学
沿革は過去（http://nichiyakuforza.wixsite.com/mysite）及び現在（https://nichiyakuouen.wixsite.com/
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mysite）の部 HPをもとに作成。前者は 2017年 7月 13日，後者は 2018年 3月 1日閲覧。それ
以外は後援会の冊子（日本薬科大学後援会 2017）を参照。

文教大学
大学 HP（http://www.bunkyo.ac.jp/guide/campus/club_koshi.htm），チアリーダー①の設立年は部
twitter（@luckers2015）の 2017年 6月 16日の記事を，チアリーダー②のチーム名は部 twitter
（@franchirs）をもとに作成。2017年 7月 13日閲覧。

平成国際大学
過去の大学 HP（https://web.archive.org/web/20150511053302/http://www.hiu.ac.jp/school_life/club_
circle_info.html）を参照。2017年 7月 13日閲覧。

明海大学
大学 HP（http://www.meikai.ac.jp/03applicant/02support/club.html），チーム名は同部の出演を伝え
る少年サッカーの記事（http://www.junior-soccer.jp/kanto/saitama/blog/detail/841738）をもとに作成。
2017年 7月 13日閲覧。

神田外語大学
大学 HP（http://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/campuslife/circle/），チーム名は部 twitter（@lesvedettes24）
をもとに作成。2017年 7月 18日閲覧。

淑徳大学
過去の応援団は大学 HP（http://www.shukutoku.ac.jp/campus/mizuho/circle/houkokukai2009.html），
チアリーダーは大学 HP（http://www.shukutoku.ac.jp/campuslife/club/saitama/）をもとに作成。前
者は 2014年 2月 6日閲覧。後者は 2017年 7月 18日閲覧。

城西国際大学
大学 HP（http://www.jiu.ac.jp/campuslife/club/）をもとに作成。2017年 7月 18日閲覧。

聖徳大学
大学 HP（http://www.seitoku.jp/univ/campus_life/club.shtml），そのチーム名は部 twitter（@baton_
seitoku）をもとに作成。2017年 7月 18日閲覧。

千葉工業大学
大学 HP（http://cit.self-gove.jp/taiiku/加盟団体/），吹奏楽部は大学 HP（http://cit.self-gove.jp/bunka/
page2.html）をもとに作成。2017年 7月 21日閲覧。沿革はウィキペディアの「全日本学生応援
団連盟」（https://ja.wikipedia.org/wiki/全日本学生応援団連盟）をもとに作成，2017年 6月 25日
閲覧。

千葉商科大学
チアリーダーは部 facebook（https://www.facebook.com/pg/cuc.glitters/about/?ref=page_internal）及
びその説明はサービス創造学部ブログ 2012 年 3 月 15 日の記事（https://mit.prof.cuc.ac.jp/
fsiblog/2012/03/15/9665）をもとに作成。2017年 7月 21日閲覧。沿革の過去の応援団は，ウィキ
ペディアの「全日本学生応援団連盟」（https://ja.wikipedia.org/wiki/全日本学生応援団連盟）をも
とに作成。2017年 6月 25日閲覧。

中央学院大学
チアリーダーは大学 HP（http://www.cgu.ac.jp/campuslife/tabid/984/Default.aspx#ClubMenu），吹奏
楽部は部 HP（http://www.cgu.ac.jp/campuslife/tabid/979/Default.aspx#ClubMenu）をもとに作成。
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2017年 7月 21日閲覧。

麻布大学
大学 HP（https://www.azabu-u.ac.jp/about/campus_life/club.html），沿革は OB会の HP（http://www.
geocities.jp/oendanob/natukasi.html）をもとに作成。2017年 7月 23日閲覧。

神奈川大学
応援団は大学 HP（http://sports.kanagawa-u.ac.jp/profile/oenshido.html），チアリーダーのチーム名
は部 HP（http://www3.hp-ez.com/hp/kanagawa-wildcats/index），吹奏楽部は大学 HP（http://www.
kanagawa-u.ac.jp/campuslife/activities/club/type/）と部 HP（https://kusbhp.wixsite.com/kusbhp/info）。
沿革の設立年は（https://www.youtube.com/watch?v=h4894uGl_34）の 2009年 4月と記された映像
のナレーションにおける「創部 75年」という文言，再結成年は個人 HP（http://ameblo.jp/
dengekigyuzo2006/entry-10351775508.html）の再結成 20周年の情報をもとに作成。2017年 7月
23日閲覧。

神奈川工科大学
チアリーダー（http://www.kait.jp/campuslife/clubs/athletics.html），吹奏楽部（http://www.kait.jp/
campuslife/clubs/culture.html）はぞれぞれの大学 HPをもとに作成。2017年 7月 23日閲覧。チア
リーダーの設立年は学生向け情報誌にチアリーディングとして記載されている記事（神奈川工
科大学 学生広報チーム APECK 2008: 3）を参照。

神奈川歯科大学
応援団 OBの個人 HP（http://www.hiyamadental.jp/staff/index.html）をもとに作成。2017年 7月 23
日閲覧。

鎌倉女子大学
大学 HP（http://www.kamakura-u.ac.jp/campus_life/club/athletic_club/index.html#club06）をもとに作
成。2017年 7月 23日閲覧。

関東学院大学
大 学 HP（ http://univ.kanto-gakuin.ac.jp/index.php/ja/home/student-life/campus-life-support/club-circle.
html）をもとに作成。2017年 7月 23日閲覧。過去の応援団については，OBも参加する著作
（加藤 2017）を参照。

相模女子大学
大学 HP（http://www.sagami-wu.ac.jp/campus/club/grampus.html）をもとに作成。2017年 7月 27日
閲覧。

田園調布学園大学
大学 HP（http://www.dcu.ac.jp/region/club/club_detail/data/218）をもとに作成。2017年 7月 27日
閲覧。

桐蔭横浜大学
大学 HP（http://toin.ac.jp/kiriko/club/23/）をもとに作成。2017年 9月 30日閲覧。

東海大学
応援団は大学 HP（http://www.u-tokai.ac.jp/campus_life/campus_life/club/shonan/），チアリーダー①
は大学 HP（http://www.u-tokai.ac.jp/campus_life/tokai_sports/sports031/2016.html），そのチーム名は
部 twitter（@cheer_bj_dance），チアリーダー②は部 twitter（@tokai_baton），チアリーダー③は大
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学 HPよりリンクのある部 HP（http://www.geocities.jp/fine_tokai_100/），チアリーダー④は大学
HP（http://www.u-tokai.ac.jp/campus_life/tokai_sports/sports134/2017.html），吹奏楽部は部HP（http://
suiken.shn.u-tokai.ac.jp/kiroku.html）をもとに作成。2017年 7月 27日閲覧。吹奏楽部は 2017年 7
月 28日閲覧。沿革の設立年はウィキペディアの「全日本学生応援団連盟」（https://ja.wikipedia.
org/wiki/全日本学生応援団連盟）をもとに作成。2017年 6月 25日閲覧。

東洋英和女学院大学
大学 HP（http://www.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/campuslife/club/2010chir.html），チーム名は部の twitter
（@eiwapanthers）をもとに作成。2017年 7月 28日閲覧。チアリーダーの設立年は，大会パンフ
レット（公益社団法人日本チアリーディング協会 2018b: 29）を参照。

フェリス女学院大学
大学 HP（ http://www.ferris.ac.jp/college-life/union_club/physical_education.html），チーム名は部
twitter（@ferrischeer）をもとに作成。2017年 7月 28日閲覧。

青山学院大学
応援団と吹奏楽部は大学 HP（http://www.aoyama.ac.jp/life/activity/club/direct/），沿革と吹奏楽部の
説明は応援団 HP（https://www.agu-ouendan.jp/info/），チアリーダー①は大学 HP（http://www.
aoyama.ac.jp/life/activity/club/sports/club_27.html），その設立年はそれよりリンクのある部 HP
（http://www.geocities.jp/reeses_agu2007/），チアリーダー②は大学 HP（http://www.aoyama.ac.jp/life/
activity/club/society/）と部 facebook（https://www.facebook.com/pg/aguchatters/about/?ref=page_internal）
をもとに作成。2017年 7月 29日閲覧。チアリーダー①の設立年は 1990年設立とあるが，大会
パンフレット（公益社団法人日本チアリーディング協会 2018b: 29）によると 1989年となる。

亜細亜大学
大学 HP（http://www.asia-u.ac.jp/campuslife/club/）とそれにリンクのある応援団の HP（http://
h3-821.wixsite.com/asiadaigakuouen/blank），チアリーダーのチーム名は部の mixi（http://mixi.jp/
view_bbs.pl?comm_id=14368&id=5901633），② の 吹 奏 楽 部 は 部 HP（ http://www2.asia-u.ac.jp/ 
~auwo/about_auwo.html）をもとに作成。2017年 7月 29日閲覧。

桜美林大学
チアリーダー①（http://www.obirin.ac.jp/sports/introduction/song_reading/index.html），チアリーダー
②（ http://www.obirin.ac.jp/sports/introduction/cheerleading/about/index.html），吹 奏 楽 部（ http://
obiriner.obirin.ac.jp/extracurricular_activities/student_group/about_group_music.html）はそれぞれの大
学 HPもとに作成。2017年 7月 30日閲覧。

大妻女子大学
大学 HPに掲載のファイル（http://www.otsuma.ac.jp/pdf/campus/campuslife/club/club-38.pdf）をも
とに作成。2017年 7月 30日閲覧。

学習院大学
大 学 HP（ http://www.univ.gakushuin.ac.jp/active/club/independent/index.html, http://www.univ.
gakushuin.ac.jp/active/club/independent/readerunit.html），チアリーダーのチーム名は部 HP（http://
www.gu-ouendan.com/）をもとに作成。2017年 7月 30日閲覧。沿革の設立年（学習院大学応援
団創立五十周年記念誌編集委員会 2002: 71）及びチアリーダー（学習院大学応援団創立五十周
年記念誌編集委員会 2002: 126–128）と吹奏楽部（学習院大学応援団創立五十周年記念誌編集委
員会 2002: 140–143）の説明は記念誌を参照。

学習院女子大学
大学 HPとリンクのある部 HP（http://www.gu-ouendan.com/cheerleader/2017/activity/activity.html, 
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http://www.gu-ouendan.com/suisou/2018/suisoushoukai2018.html）をもとに作成。2018年 3月 6日
閲覧。

北里大学
沿革は部 HP（http://blog.livedoor.jp/kitasato_ouendan/）をもとに作成。2017年 7月 30日閲覧。

共立女子大学
大学 HP（http://www.kyoritsu-wu.ac.jp/campus/circle/），チーム名は部 twitter（@kwu_cheer）をも
とに作成。2017年 7月 31日閲覧。

慶應義塾大学
大学 HP（http://www.gakuji.keio.ac.jp/life/dantai/），チアリーダー①は部 HP（http://keio-cheer.com/
cheer/），チアリーダー②は大学の広報誌『塾』（慶応義塾大学 2015: 20）。チアリーダー②のチア
リーダー部門の設立年は部 HP（http://letsgounicorns15.wixsite.com/keio-cheer-unicorns），同ソング
リーダー部門の設立年は部 facebook（https://www.facebook.com/pg/Keio-University-UNICORNS-
Songleaders-130432667097347/about/?ref=page_internal），吹奏楽部は部 HP（http://keio-cheer.com/
bands/）をもとに作成。2017年 7月 31日閲覧。沿革（慶應義塾大学応援指導部史制作部会 
2008: 6–7; 14; 18; 22）とチアリーダー①の説明（慶應義塾大学応援指導部史制作部会 2008: 6–7; 
39），吹奏楽部の説明（慶應義塾大学応援指導部史制作部会 2008: 6）は，記念誌を参照した。

恵泉女学園大学
大学 HP（http://www.keisen.ac.jp/campuslife/activity/）をもとに作成。2018年 1月 6日閲覧。

工学院大学
ウィキペディアの「全日本学生応援団連盟」（https://ja.wikipedia.org/wiki/全日本学生応援団連盟）
をもとに作成。2017年 6月 25日閲覧。応援団道部という名称は，「工学院大学の現状と課題」
に依拠している（工学院大学 2007: 82）。

國學院大學
応援団と構成は大学 HP（https://www.kokugakuin.ac.jp/education/club/p2），沿革は部 HP（http://
www.kokugakuinouendan.com/danshi.html），チアリーダー①と吹奏楽部①は部 HP（http://www.
kokugakuinouendan.com/sanbu.html），チアリーダー②は部 HP（http://ameblo.jp/seals-cheerdance/
entry-12291009793.html），吹奏楽部②は部 HP（https://kokudaisymphonicband.wixsite.com/home/
blank）をもとに作成。2017年 7月 31日閲覧。

国際基督教大学
過去の応援団については過去の大学 HP（https://web.archive.org/web/20041217063747/http://subsite.
icu.ac.jp:80/prc/webcampus/club/club_list.html），チアリーダーは部 HP（https://sites.google.com/site/
icuangels2010/home）をもとに作成。前者は 2017年 8月 4日，後者は 2017年 7月 23日閲覧。チ
アリーダーの設立年は，大会パンフレット（公益社団法人日本チアリーディング協会 2018b: 29）
を参照。

国士舘大学
大学 HP（https://www.kokushikan.ac.jp/campus_life/activity/sports.html），チアリーダーのチーム名
は部 twitter（@cheer_elves），吹奏楽部は大学 HP（ https://www.kokushikan.ac.jp/campus_life/
activity/culture.html）をもとに作成。2017年 8月 4日閲覧。沿革の設立年はウィキペディアの
「全日本学生応援団連盟」（https://ja.wikipedia.org/wiki/全日本学生応援団連盟）を参照。2017年 6
月 25日閲覧。
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駒澤大学
応援団とチアリーダー①は大学 HP（https://www.komazawa-u.ac.jp/campuslife/contact-information/
student-part/extracurricular-activities-circle/introduction.html ）， 及 び 部 HP（ http://bluepegasus-
komazawa.wixsite.com/bpouen），チアリーダー②は大学 HPよりリンクある部 HP（http://www4.
hp-ez.com/hp/bluejays-cheer/）をもとに作成。2017年 8月 20日閲覧。チアリーダー②の設立年は，
大会パンフレット（公益社団法人日本チアリーディング協会 2018b: 27）を参照。沿革の設立年
は部の過去の HP（http://bluepegasushp.web.fc2.com/burupe.html#naritachi），過去の応援団につい
てはウィキペディアの「全日本学生応援団連盟」（https://ja.wikipedia.org/wiki/全日本学生応援団
連盟）をもとに作成。前者は 2014年 2月 7日閲覧。後者は 2017年 6月 25日閲覧。

駒沢女子大学
大学 HP（http://www.komajo.ac.jp/uni/campuslife/club/sports.html?id=dance）をもとに作成。2017年
8月 20日閲覧。

実践女子大学
大学 HP（http://www.jissen.ac.jp/life/extracurricular_activities/student_association/taiikurengo.html）を
もとに作成。2017年 8月 20日閲覧。

芝浦工業大学
ウィキペディアの「全日本学生応援団連盟」（https://ja.wikipedia.org/wiki/全日本学生応援団連盟）
を参照。2017年 6月 25日閲覧。

順天堂大学
応援団とチアリーダー①は大学 HP（http://www.nurs.juntendo.ac.jp/campus/club/，http://www.nurs.
juntendo.ac.jp/campus/club/12.html），チアリーダー②は大学 HP（http://www.juntendo.ac.jp/hss/club/
circle-lists/circle.html），チアリーダー③は大学 HP（http://www.juntendo.ac.jp/ila/campuslife/club.
html）をもとに作成。2017年 8月 20日閲覧。

上智大学
所属は大学 HP（http://www.sophia.ac.jp/jpn/content/download/46030/470029/file/2017大学公式 HP_
団体一覧．pdf），沿革と構成，チアリーダー①と吹奏楽部の説明は部の古い HP（http://
sophiacheer.web.fc2.com/intro.html），チアリーダー①のチーム名は部 twitter（@sophia_eagles），チ
アリーダー②は大学 HPよりリンクある部 HP（http://lollipodays.blog16.fc2.com），チアリーダー
③は大学 HPよりリンクある部 HP（https://jestysophia.jimdo.com/）をもとに作成。2017年 8月
27日閲覧。

昭和大学
大学 HP（http://www.showa-u.ac.jp/campus_life/club/index.html），沿革は部による mixi（http://mixi.
jp/view_community.pl?id=2147281）をもとに作成。前者は 2017年 8月 27日閲覧。後者は 2017
年 10月 26日閲覧。

女子美術大学
大学 HP（http://www.joshibi.ac.jp/campuslife/club），チーム名は部 facebook（https://www.facebook.
com/pg/JoshibiCheerDanceClubSPIRiTS-107602772653535/about/?ref=page_internal）をもとに作成。
2017年 8月 27日閲覧。

白百合女子大学
大学 HP（http://www.shirayuri.ac.jp/campus/club/sports/index.html）をもとに作成。2017年 8月 27
日閲覧。
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成蹊大学
応援団は大学 HP（ http://www.seikei.ac.jp/university/gakuse/club/ichiran.html）と部 HP（ http://
seikei-ouensidou.sakura.ne.jp/information.html），チアリーダーは部 HP（http://seikeicheer.wixsite.
com/delphis），吹奏楽部関係は大学 HP（http://www.seikei.ac.jp/university/gakuse/club/ichiran.html）
をもとに作成。2017年 8月 27日閲覧。

成城大学
大学 HP（http://www.seijo.ac.jp/about/campus-life/club/）。チアリーダーは大学 HP（http://www.
seijo.ac.jp/about/campus-life/club/cheer/），そ の 説 明 は そ こ に リ ン ク の あ る 部 HP（ http://
bruinssince1988.wixsite.com/bruins/about-us）をもとに作成。2017年 8月 27日閲覧。沿革におけ
る応援団の設立年とチアリーダーの説明におけるバトントワラー部への言及は第 37回四大学応
援団チャリティーショークローバーの集いの HP（http://4collegescharityshow.web.fc2.com/）をも
とに作成。2014年 5月 6日閲覧。

創価大学
大学 HP（http://www.soka.ac.jp/campuslife/club/），チーム名はそれとリンクのある部 HP（https://
sokauniv-panthers.jimdo.com）をもとに作成。2017年 8月 27日閲覧。

聖心女子大学
大学 HP（https://www.u-sacred-heart.ac.jp/life/activity.html）をもとに作成。2017年 8月 27日閲覧。

清泉女子大学
大学 HP（ http://www.seisen-u.ac.jp/campuslife/activity/club.php），設立年は部 facebook（ https://
www.facebook.com/pg/seisencheer.sss/about/?ref=page_internal）をもとに作成。2017年 8月 27日閲
覧。

大正大学
部 twitter（@TaishoShitenno）をもとに作成。2017年 8月 27日閲覧。

大東文化大学
大学 HP（http://www.daito.ac.jp/campuslife/club/culture/#anc02）。沿革の設立年はチアリーダー部
HP（2016 年 12 月 1 日掲載）の 30 周年記念の記事（ https://ameblo.jp/daitogolddeers/entry-
12225162111.html）をもとに作成。2017年 8月 27日閲覧。

専修大学
大学 HP（https://www.senshu-u.ac.jp/campuslife/activity/club/），チアリーダーのチーム名は部
twitter（@senshu_blasts），吹奏楽部①の設立年は部 facebook（https://www.facebook.com/pg/Zhuan
XiuDaXueQuanXueYingYuanTuanChuiZouLeBu/about/?ref=page_internal），吹奏楽部②は大学 HP
（https://www.senshu-u.ac.jp/campuslife/activity/club/culture.html#anchor08）をもとに作成。2017年 8
月 30日閲覧。沿革の設立年はウィキペディアの「全日本学生応援団連盟」（https://ja.wikipedia.
org/wiki/全日本学生応援団連盟），専修大学スポーツサポーターズクラブは部 HP（http://www.
senshu-supporters.com/agreement.html）をもとに作成。前者は 2017年 6月 25日閲覧，後者は
2017年 8月 30日閲覧。チアリーダーの設立年は，大会パンフレット（公益社団法人日本チア
リーディング協会 2018b: 28）を参照。

拓殖大学
チアリーダーは大学 HP（http://act.takushoku-u.ac.jp/sports/cheerleading/index.html）。その設立年は
大学の広報 HP（http://act.takushoku-u.ac.jp/sports/news/20161219-01.html），吹奏楽部は大学 HP
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（http://act.takushoku-u.ac.jp/culture/brassband/index.html）をもとに作成。2017年 8月 30日閲覧。
沿革は記念誌（拓殖大学紅会 2006: 6）を参照。

玉川大学
大学 HP（http://www.tamagawa.jp/university/life/club/about.html），チーム名と設立年は大学の広報
の HP（http://www.tamagawa.jp/education/report/detail_12287.html）をもとに作成。2017年 8月 31
日閲覧。

中央大学
応援団は大学 HP（ http://www.chuo-u.ac.jp/activities/sports/sport_circle/，http://www.chuo-u.ac.jp/
activities/sports/sport_circle/sports05/），沿革はそれとリンクのある部 HP（http://boy232.wixsite.
com/chuoouendanhp/history）。チアリーダー（ http://www.chuo-u.ac.jp/activities/sports/sport_circle/
sports03/），吹奏楽部（http://www.chuo-u.ac.jp/activities/sports/sport_circle/sports04/）はそれぞれの
大学 HPと括弧内の記述は応援団の部 HP（http://boy232.wixsite.com/chuoouendanhp/history），チ
アリーダーのチーム名は部 twitter（@chuospirits）をもとに作成。2017年 8月 31日閲覧。

帝京大学
大学 HP（https://www.teikyo-u.ac.jp/sport_culture/sports_club/hachioji/）をもとに作成。2017年 9月
1日閲覧。過去の応援団については，ウィキペディアの「全日本学生応援団連盟」（https://
ja.wikipedia.org/wiki/全日本学生応援団連盟）をもとに作成。2017年 6月 25日閲覧。

東京医科大学
大学のクラブ・サークル紹介 pdf（http://www.tokyo-med.ac.jp/club.pdf）をもとに作成。2017年 9
月 1日閲覧。

東京医療保健大学
大学 HP（http://www.thcu.ac.jp/nyushi/campuslife/club.html）をもとに作成。2017年 9月 1日閲覧。

東京家政大学
大学 HP（ http://www.tokyo-kasei.ac.jp/campus/tabid/1255/index.php），チーム名は部 twitter（@
HONEYBEES_cheer）をもとに作成。2017年 9月 1日閲覧。チアリーダーの設立年は，大会パ
ンフレット（公益社団法人日本チアリーディング協会 2018b: 30）を参照。

東京経済大学
大学 HP（http://www.tku.ac.jp/campus/club/）をもとに作成。2017年 9月 1日閲覧。

東京女子大学 
大学 HPからリンクある部 HP（https://bonitas-twcu2013.jimdo.com/）をもとに作成。2017年 9月
1日閲覧。

東京女子医科大学
大学 HP（http://www.twmu.ac.jp/univ/nursing/campuslife/club.php）をもとに作成。2017年 9月 1日
閲覧。

東京女子体育大学 
大学 HP（https://www.twcpe.ac.jp/campuslife/club_cheerleading.html, https://www.twcpe.ac.jp/headline/ 
21177/）をもとに作成。2017年 9月 1日閲覧。
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東京電機大学
理工学部自治会による大学創立 100周年イベントの記事（http://www.tdu-skku.mod.jp/webnews/
event/07_100th.html）をもとに作成。2017年 9月 1日閲覧。

東京農業大学
大学 HPよりリンクのある部 HP（http://www1.odn.ne.jp/~adn07250/），沿革のオホーツクキャン
パス応援団については大学 HP（http://www.bioindustry.nodai.ac.jp/club/club.htm）。沿革（東京農業
大学全学応援団 2006: 10）及びチアリーダー（東京農業大学全学応援団 2006: 29）と吹奏楽部
（東京農業大学全学応援団 2006: 26）の説明については，記念誌を参照。

東京未来大学 
大学 HP（http://www.tokyomirai.ac.jp/campuslife/circle/index.html）をもとに作成。2017年 9月 1
日閲覧。

東邦大学 
大学 HP（http://www.toho-u.ac.jp/campuslife/club/narashino.html）をもとに作成。2017年 9月 1日
閲覧。

東洋大学 
所属（http://www.toyo.ac.jp/site/circle/campuslife-g04-fa.html）と沿革（https://www.toyo.ac.jp/site/
toyo-sports/greatbee.html）は大学 HP，チアリーダー①のチーム名は部 twitter（@toyo_greatbee），
吹 奏 楽 部 ② は 大 学 HP（ http://www.toyo.ac.jp/site/circle/campuslife-fc.html）と 部 HP（ http://
toyowindband.symphonic-net.com/profile.php）をもとに作成。2017年 9月 1日閲覧。チアリーダー
②は部 HP（https://ameblo.jp/minnies-toyo 1/）をもとに作成。2018年 1月 8日閲覧。

日本大学 
応援団は大学 HP（http://www.ce.nihon-u.ac.jp/life/schoollife516/），チアリーダー①は大学 HP
（ http://www.nihon-u.ac.jp/sports/athletics/dippers/），チアリーダー②は大学 HP（ https://www.ir.
nihon-u.ac.jp/campuslife/physical/）とそこにリンクのある部 HP（http://nichidaikokusai.blogspot.jp）
をもとに作成。2017年 9月 1日閲覧。沿革については，ウィキペディアの「全日本学生応援団
連盟」（https://ja.wikipedia.org/wiki/全日本学生応援団連盟）をもとに作成。2017年 6月 25日閲
覧。

日本女子体育大学 
チアリーダー①は大学 HP（http://www.jwcpe.ac.jp/special/student/#anc01），チアリーダー②は大学
HP（http://www.jwcpe.ac.jp/special/student/athletic_club/song_leading/），及びその設立年は日本チア
ダンス協会のインタビュー記事（http://www.jcda.jp/report/40_grins/index.html）をもとに作成。
2017年 9月 1日閲覧。チアリーダー①の設立年は，大会パンフレット（公益社団法人日本チア
リーディング協会 2018b: 30）を参照。

日本体育大学 
大 学 HP（ http://www.nittai.ac.jp/campuslife/club/index.html），及 び 部 HP（ http://blog.nittai.ac.jp/
cheering-squad/），チアリーダーは大学 HP（http://blog.nittai.ac.jp/cheerleader/）と説明はそれにリ
ンクのある部 HP（http://ncpe.sakura.ne.jp/history/），吹奏楽部は大学 HP（http://blog.nittai.ac.jp/
brassband/）をもとに作成。2017年 9月 1日閲覧。

文京学院大学 
チアリーダー①②は，いずれも大学 HP（http://www.u-bunkyo.ac.jp/students/activity/）をもとに作
成。2017年 9月 2日閲覧。
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法政大学
大 学 HP（ http://www.hosei.ac.jp/campuslife/club/toroku.html），チ ア リー ダー は 部 HP（ http://
hoseicheergenies.wixsite.com/genies），吹奏楽部は部 HP（http://www.hosei-endan.com/brass/index.
html）をもとに作成。2017年 9月 2日閲覧。沿革（法政大学応援団 OB会 1995: 120），チアリー
ダーの説明（法政大学応援団 OB会 1995: 125–126），吹奏楽部の説明（法政大学応援団 OB会 
1995: 122; 127）はそれぞれの記念誌の箇所を参照。

武蔵大学
大学HP（http://www.musashi.ac.jp/seikatsu/kagaikatsudou/club_circle.html），及び部HP（https://634ouenndann.
jimdo.com）をもとに作成。2017年 9月 2日閲覧。応援団及びチアリーダーの設立年は第 37回
四大学応援団チャリティーショークローバーの集いの HP（http://4collegescharityshow.web.fc2.
com/）をもとに作成。2014年 5月 6日閲覧。

武蔵野大学 
大学 HP（https://www.musashino-u.ac.jp/student-life/campus_life/club/）をもとに作成。2017年 9月
2日閲覧。

明治大学
応援団は大学 HP（https://www.meiji.ac.jp/campus/circle/sports.html），及び大学 HPよりリンクのあ
る部 HP（http://www.kisc.meiji.ac.jp/~meijiouendan/index.html）。応援指導班については部 HP
（http://www.kisc.meiji.ac.jp/~meijiouendan/shidou/explanation.html），チアリーダー①は部 HP（http://
www.kisc.meiji.ac.jp/~meijiouendan/jesters/about.html），チアリーダー②は大学 HP（http://www.
meiji.ac.jp/campus/circle/taidouren.html），チアリーダー③は大学 HP（http://www.meiji.ac.jp/campus/
circle/doukoukai_sp.html），及びその設立年はそれとリンクのある部 HP（https://anchors-hp.jimdo.
com）。吹奏楽部は部 HP（http://www.kisc.meiji.ac.jp/~meijiouendan/index.html）。沿革と吹奏楽部
とチアリーダー①の設立年は部の過去の HP（https://web.archive.org/web/20080927042732fw_/
http://www.interq.or.jp:80/smart/ouendan/syousi.html）をもとに作成。またウィキペディアの「明治
大学應援團」（https://ja.wikipedia.org/wiki/明治大学應援團）も参照。2017年 9月 2日閲覧。チア
リーダー②の設立年は，大会パンフレット（公益社団法人日本チアリーディング協会 2018b: 30）
を参照。

明治学院大学 
大学 HP（http://www.meijigakuin.ac.jp/gakusei/activity.html），チアリーダーのチーム名は大学 HP
（http://www.meijigakuin.ac.jp/gakusei/activity/cheerleading.html），吹奏楽部の設立年は部 facebook
（https://www.facebook.com/pg/明治学院大学應援團ブラスバンド部 -232794280075672/about/ 
?ref=page_internal）をもとに作成。2017年 9月 2日閲覧。沿革の設立年，チアリーダーの説明
及び吹奏楽部の括弧内の説明は，ウィキペディアの「全日本学生応援団連盟」（https://ja.
wikipedia.org/wiki/全日本学生応援団連盟）をもとに作成。2017年 6月 25日閲覧。

明星大学 
大学 HP（http://www.hino.meisei-u.ac.jp/gakuyukai/#page=37）をもとに作成。2017年 9月 2日閲
覧。

目白大学
チアリーダー①とチアリーダー②（https://www.mejiro.ac.jp/univ/campuslife/shinjuku/life/club/），チ
アリーダー③（https://www.mejiro.ac.jp/univ/campuslife/iwatsuki/life/club/）は，それぞれの大学 HP
をもとに作成。2017年 9月 2日閲覧。

立教大学 
大 学 HP（ http://www.rikkyo.ac.jp/campuslife/support/extracurricular_activities/club_activities.html），
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及びそこにリンクのある部 HP（http://www.rikkyo.ne.jp/sgrp/endan/）。沿革の設立関係情報は部
HP（http://www.rikkyo.ne.jp/sgrp/endan/endanrekishi.html），チアリーダー②は部 HP（http://sports.
geocities.jp/beams_cheer/BEAMS/index.html）をもとに作成。2017年 9月 2日閲覧。沿革の設立年
及びチアリーダー①の設立年については OB会冊子（立教大学体育会応援団 OB・OG会 2011: 1）
を参照。

立正大学 
大学 HP（http://www.ris.ac.jp/campus_life/extracurricular_activities/club_circle/l10kip000006v7tf.html），
チアリーダーのチーム名は部 twitter（@rissho_lupinas）をもとに作成。2017年 9月 2日閲覧。

早稲田大学
大学 HP（https://www.waseda.jp/inst/athletic/club/cheerleading/）。チアリーダー①のチーム名は部
HP（ http://www.w-ouen.com/cheer/），チアリーダー②は大学 HP（ https://www.waseda.jp/inst/
weekly/circleguide/detail/?id=3477），及 び チー ム 名 は 部 HP（ http://wasedacheer.wixsite.com/
falcons），チアリーダー③は大学 HP（ https://www.waseda.jp/inst/weekly/circleguide/detail/?id= 
3364），チアリーダー④は大学 HP（https://www.waseda.jp/inst/weekly/circleguide/detail/?id=3464）
をもとに作成。2017年 9月 3日閲覧。沿革の「前史」という言及（早稲田大学応援部創部 70周
年記念事業実行委員会 2010: 20），チアリーダー①の説明（早稲田大学応援部創部 70周年記念
事業実行委員会 2010: 94–97; 106–109; 211; 222）と吹奏楽部の説明（早稲田大学応援部創部 70
周年記念事業実行委員会 2010: 67–69; 199）は，記念誌を参照。

敬和学園大学
大学 HP（https://www.keiwa-c.ac.jp/campus/circle/cheer）をもとに作成。2017年 9月 3日閲覧。

山梨学院大学 
過去の応援団については OB会の twitter（@ygu_leader）を，チアリーダー部は大学の HP（http://
blog.ygu.ac.jp/seminar/ygualtees/blog/archive/2015/04/061557161034.html）をもとに作成。2017年 9
月 3日閲覧。過去の応援団の設立年はウィキペディアの「全日本学生応援団連盟」（https://
ja.wikipedia.org/wiki/全日本学生応援団連盟）をもとに作成。2017年 6月 25日閲覧。

長野大学
「長野大学同窓会」の facebookにおける応援団に言及した記事を参照（2015年 4月 6日掲載分
及び 2016年 7月 1日掲載分）。2017年 9月 3日閲覧。

金城大学
大学 HP（https://www.kinjo.ac.jp/ku/campuslife/pages/clubs.html）をもとに作成。2017年 9月 3日
閲覧。

福井工業大学
吹奏楽部の存在は「福井工業大学応援団吹奏楽部」という名称の facebookをもとに作成。2017
年 9月 3日閲覧。過去の応援団はウィキペディアの「全日本学生応援団連盟」（https://ja.
wikipedia.org/wiki/全日本学生応援団連盟）をもとに作成。2017年 6月 25日閲覧。

中京学院大学
大学 HP（http://www.chukyogakuin-u.ac.jp/campus-life/club-mizunami/index.html）をもとに作成。
2017年 9月 3日閲覧。

中部学院大学
大学の HP（https://www.chubu-gu.ac.jp/campuslife/club/index.html），説明は大学の紹介 HP（http://
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web3.chubu-gu.ac.jp/web/environment/club/club_sport/）をもとに作成。2017年 9月 3日閲覧。

常葉大学
チアリーダー①は大学 HP（http://www.tokoha-u.ac.jp/campuslife/club/shizuoka/index.html），チーム
名はそこにリンクのある部の twitter（@cheertokoha），チアリーダー②は大学 HP（http://www.
tokoha-u.ac.jp/campuslife/club/fuji/index.html），チーム名は部の twitter（@love_shines_）をもとに
作成。2017年 9月 3日閲覧。

愛知大学
大学 HP（http://www.aichi-u.ac.jp/club/nagoya.html），沿革とチアリーダーの設立年は部 HP（http://
aidaiouendan.web.fc2.com/ennkaku.html），チアリーダーのチーム名は部 twitter（@aidaicheer），吹
奏楽部の説明は部 HP（https://sites.google.com/site/aidaistars/history）をもとに作成。2017年 9月
3日閲覧。記念誌（愛知大學應援團創立六十周年記念会実行委員会 2011）も参照。

愛知学院大学
大学 HP（http://www.agu.ac.jp/life/club/），チーム名は部の twitter（@marykk154）をもとに作成。
2017年 9月 7日閲覧。設立年は，大会パンフレット（公益社団法人日本チアリーディング協会 
2017: 15）参照。

愛知淑徳大学 
大学 HP（https://www.aasa.ac.jp/life/club/s_hoshigaoka/cheerleading.html）をもとに作成。2017年 9
月 7日閲覧。チアリーダーの設立年は，大会パンフレット（公益社団法人日本チアリーディン
グ協会 2018b: 32）を参照。

愛知東邦大学
大学 HP（http://www.hoyu-kai.jp/news/detail/000164.html）をもとに作成。2017年 9月 7日閲覧。

桜花学園大学 
大学 HP（http://www.ohkagakuen-u.ac.jp/support/14.html），チーム名は部の twitter（@MEMPHIS_
OHKA）をもとに作成。2017年 9月 7日閲覧。

金城学院大学 
大学 HP（http://www.kinjo-u.ac.jp/pc/campuslife/club02.html），及びチアリーダー①はそれにリン
クのある部 HP（https://majoami.jimdo.com），チアリーダー②もそれとリンクのある部 HP（http://
cheerlis.wixsite.com/cheerlis-blog）をもとに作成。2017年 9月 7日閲覧。

椙山女学園大学
大学 HP（http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/campus/club/sports-club/），チーム名は部の twitter（@
SugiyamaFUNNYS）をもとに作成。2017年 9月 7日閲覧。

中京大学 
過去の応援団については中京大学開学 60周年記念誌に言及がある（中京大学開学 60周年記念
誌 編 集 委 員 会 2014: 20–21）。チ ア リー ダー ① は 大 学 HP（ http://club.chukyo-u.ac.jp/club/? 
id=102），チーム名は大学のニュースの HP（http://sports.chukyo-u.ac.jp/news/2016/11/10257.html），
チアリーダー②は部 twitter（@cheer_chupa_cha）をもとに作成。2017年 9月 11日閲覧。

中部大学
大学 HP（https://www3.chubu.ac.jp/student_life/club/introduction/cheerleaders/）をもとに作成。2017
年 9月 11日閲覧。
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名古屋外国語大学 
大学 HP（http://www.nufs.ac.jp/campuslife/circle-72715/sport/index.html），設立年は大学のニュース
の HP（http://www.nufs.ac.jp/nufs-press/magazine/detail/2001/second/4/2600），チーム名は部 twitter
（@NUFS_WITCHES）をもとに作成。2017年 9月 11日閲覧。

名古屋学院大学
大学 HP（http://www.ngu.jp/gakusei/life/club_detail/circle/c_cheerleading.html），設立年は部 twitter
における 2017年 4月 5日の記事（https://twitter.com/NGU_cheer/status/849617602192171008）をも
とに作成。2017年 9月 11日閲覧。

名古屋学芸大学
大学 HP（https://www.nuas.ac.jp/profile/campuslife/activities/index.html），チーム名は公益財団法人
日本チアリーディング協会の HPにおける第 27回 全日本学生選手権大会の結果の PDFファイ
ル（http://www.fjca.jp/user_data/doc/2015Inter％20college％20results.pdf）をもとに作成。2017年
9月 11日閲覧。

名古屋商科大学
体育会会則の体育会系クラブ（http://opinion.nucba.ac.jp/~taiikukai/kaisoku.html）をもとに作成。
2017年 9月 11日閲覧。

南山大学
大学 HP（http://office.nanzan-u.ac.jp/student-services/clubs/cat01/001546.html），沿革の設立年はチア
リーダー①の facebookにおける 2015年に応援団創設 60周年という記事（https://www.facebook.
com/nanzankoalas/photos/a.225818337571274.1073741828.224556921030749/567362796750158/?type=
3&theater）。チアリーダー①は名古屋市昭和区のフリーペーパー『昭和フリモ』2号（2014年 5
月刊行）の記事（https://chuco.co.jp/modules/special/index.php?page=visit&cid=48&lid=654），チア
リーダー②は大学 HPよりリンクある部 HP（http://red.ap.teacup.com/rustles/）をもとに作成。
2017年 9月 11日閲覧。

名城大学 
大学 HP（http://www.meijo-u.ac.jp/campus/activities/list/105.html），チアリーダーのチーム名は部
twitter（@meijo_cheer）。チアリーダーの説明と吹奏楽部の設立年は OB会の HP（http://meijo-ob.
club/top/應援團本部/）。沿革にある設立年は，部 facebook（https://www.facebook.com/pg/meijo.
leader/about/?ref=page_internal）の 1949 年，OB 会 HP（http://meijo-ob.club/top/應援團本部/）の
1950年とずれがあり。大学 HP（https://www.meijo-u.ac.jp/sp/story/02/002.html）にも 1950年とあ
るので，表では後者を採用した。2017年 9月 13日閲覧。

四日市大学
過去の大学 HP（https://web.archive.org/web/20090521081918/http://www.yokkaichi-u.ac.jp:80/life/17.
html, https://web.archive.org/web/20090522091957/http://www.yokkaichi-u.ac.jp:80/life/clubinfo/
ouendan.html）をもとに作成。体育会系所属であった。2017年 9月 16日閲覧。

京都外国語大学
倉敷商工会議所青年部 HPのなかで花園大学応援団 OBが京都外国語大学の応援団について言及
している（http://www.kurashiki-yeg.jp/event/20061121/）ことをもとに作成。2017年 9月 17日閲
覧。

京都産業大学
所属（https://jweb.kyoto-su.ac.jp/s/club/intro/），沿革（https://jweb.kyoto-su.ac.jp/s/club/intro/?c=0012），
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チアリーダー（https://jweb.kyoto-su.ac.jp/s/club/intro/?c=1013），吹奏楽部（https://jweb.kyoto-su.
ac.jp/s/club/intro/?c=0013）は，いずれも大学の HPを，沿革の復活の記述は応援団の facebook
（https://www.facebook.com/pg/ksu.leader2013/about/?ref=page_internal）をもとに作成。2017年 9月

16日閲覧。

京都女子大学 
チアリーダー①（http://www.kyoto-wu.ac.jp/student/club/club/spo_cheerleading.html），チアリーダー
②（http://www.kyoto-wu.ac.jp/student/club/club/spo_baton_twirling.html）はいずれも大学 HPをも
とに作成。2017年 9月 16日閲覧。

京都ノートルダム女子大学 
大学の HP（https://www.notredame.ac.jp/nd_student/club/activities/），及びチーム名は部の twitter
（@AMIGAS_cheer）をもとに作成。2017年 9月 16日閲覧。

同志社大学
チアリーダー①は大学 HPよりリンクのある部 HP（https://cheering-angels.jimdo.com/about-1/）， 
② は 部 twitter（@2015Sweetiez），③ は 部 HP（ http://www.geocities.jp/jewels_cheerdance/about.
html），④は部 twitter（@dodai_boy_cheer），その設立年は同 twitterの 2015年 10月 8日の記事，
吹奏楽部は大学 HPよりリンクのある部 HP（http://dusuiso.web.fc2.com/about.html）をもとに作
成。2017年 9月 16日閲覧。沿革（関西四私立大学応援団連盟　2017: 9; 同志社大學應援團創團
80周年記念事業実行委員会 1988: 19; 22–23），及びチアリーダー①の括弧内の記述（同志社大學
應援團創團 80周年記念事業実行委員会 1988: 34–35）は，それぞれ冊子と記念誌を参照。

同志社女子大学
大学 HPよりリンクのある吹奏楽部 HP（http://dusuiso.web.fc2.com/about/about_ouendan.html）を
もとに作成。2017年 9月 17日閲覧。

花園大学
倉敷商工会議所青年部 HPの情報（http://www.kurashiki-yeg.jp/event/20061121/）をもとに作成。
2017年 9月 17日閲覧。

佛教大学
大学 HP（http://www.bukkyo-u.ac.jp/campuslife/activity/），設立年は大学 HP（http://www.bukkyo-u.
ac.jp/campuslife/activity/club/detail/64/）の創立 50周年をもとに計算，チアリーダーのチーム名は
部の twitter（@bu_finds）をもとに作成。2017年 9月 17日閲覧。チアリーダーの設立年は，大
会パンフレット（公益社団法人日本チアリーディング協会 2018c: 11）を参照。

立命館大学
大学 HP（http://www.ritsumei.ac.jp/sports-culture/all/group/），沿革，チアリーダー①と吹奏楽部の
設立年は部 HP（http://ritsouendan.sakura.ne.jp/団体概要），チアリーダー①の名称は部 twitter（@
PeeWeeS_Rits），チアリーダー②は部 HP（http://ritsbaton20th.web.fc2.com/history.html）をもとに
作成。2017年 9月 17日閲覧。なお記念誌（立命館大学応援団記念誌編集部 2000; 立命館大学応
援団 OB洛翠会吹奏楽部 OB会 1982）も参照。

龍谷大学
大学 HP（http://www.ryukoku.ac.jp/campus_career/extra_activity/circles/index.html）。沿革は大学の
広報 HP（http://www.ryukoku.ac.jp/mmg2/hope/60.html），チアリーダーは大学の広報 HP（http://
www.ryukoku.ac.jp/mmg/kouyu/tanbouki/cheer/index.html）及び部 facebook（ https://www.facebook.
com/pg/ryukoku.spirits/about/?ref=page_internal）。前者が 1976年設立，後者は 1975年設立となっ
ている。吹奏楽部は大学 HP（ http://www.ryukoku.ac.jp/campus_career/extra_activity/gakuyukai/
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culture.html）と部 HP（http://ryukoku-windmusic.com/profile_concours.html）をもとに作成。2017
年 9月 17日閲覧。

追手門学院大学 
所属は大学 HP（https://www.otemon.ac.jp/campus/ex_act/club.html），沿革は部 twitter（@otemon_
leader），チアリーダーは部 HP（http://www.ogu-soldiers.com/cg/index.php, http://www.ogu-soldiers.
com/cg/archives.php）をもとに作成。2017年 9月 20日閲覧。

大阪大谷大学 
大学 HP（http://www.osaka-ohtani.ac.jp/campuslife/club/）をもとに作成。2017年 9月 20日閲覧。

大阪学院大学 
リーダー部（http://www.osaka-gu.ac.jp/ogu_club/introduction/index.html），チアリーダー部（http://
www.osaka-gu.ac.jp/club/cheer/index.html），沿 革 と 吹 奏 楽 部（ http://www.osaka-gu.ac.jp/club/
brassband/club/index.html）は，それぞれは大学 HPにリンクのある部 HPをもとに作成。2017年
9月 20日閲覧。

大阪経済大学 
過去の応援団は同窓会の HPの記事（http://www.osaka-ue-denko.com/obnetwork/2010/29ki.html）。
チアリーダーは大学 HP（http://www.osaka-ue.ac.jp/campus/club/club01/cheerleader.html），及びチー
ム名はそこにリンクのある部 twitter（@ClaQIbne3HKBdDu）。吹奏楽部は大学 HP（http://www.
osaka-ue.ac.jp/campus/club/club04/brassband.html）とその説明は部の古い HPの「沿革」（http://
reds.kanpaku.jp/introduction/history.html）をもとに作成。2017年 9月 23日閲覧。

大阪経済法科大学
交友会の記事（大阪経済法科大学校友会事務局 2010）を参照。

大阪工業大学 
所属は大学 HP（https://www.oit.ac.jp/japanese/club/org-various/），構成は部の HP（http://koudai-
ouendan.sakura.ne.jp/profile.html）をもとに作成。2017年 9月 23日閲覧。沿革の再結成年と過去
の応援団の情報は，団誌の記事（塩崎 1975; 2012）を参照。

大阪国際大学 
大学 HP（http://www.oiu.ac.jp/camp_life/club/moriguchi/cheerleading.html），チーム名は部 twitter（@
gloobys_oiu）をもとに作成。2017年 9月 23日閲覧。

大阪産業大学 
過去の応援団は交友会の記事（http://www.osu-koyukai.net/greeting.html）。チアリーダーは，大学
HPにリンクのある部 HP（http://www.osaka-sandai.ac.jp/life/club/athletic_ass/cheerleading.html），及
びその設立年（http://club.osaka-sandai.ac.jp/~cheerleader/newpage8.html）とチーム名（http://club.
osaka-sandai.ac.jp/~cheerleader/team.html）はそれぞれの記事をもとに作成。2017年 9月 23日閲
覧。

大阪商業大学
応 援 団（ http://ouc.daishodai.ac.jp/club/clubinfo/five_groups/, http://ouc.daishodai.ac.jp/club/clubinfo/
five_groups/cheer.html），チアリーダー（http://ouc.daishodai.ac.jp/club/clubinfo/sports/cheerleading.
html），吹奏楽部（http://ouc.daishodai.ac.jp/club/clubinfo/culture/wind-instrument.html）はそれぞれ
の大学 HPをもとに作成。2017年 9月 23日閲覧。チアリーダーのチーム名と設立年は学生新聞
（大阪商業大学スポーツセンター 2011）を参照。
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大阪女学院大学 
大学 HP（http://www.wilmina.ac.jp/oj/?campus-life=クラブ・同好会）をもとに作成。2017年 9月
23日閲覧。

大阪体育大学 
チアリーダー①は大学 HP（https://www.ouhs.jp/club_life/club/cheerleading/），及び部 twitter（@
ouhs_jaspers）をもとに作成。2017年 9月 23日閲覧。チアリーダー②は大学 HP（https://www.
ouhs.jp/club_life/club/batontwirling/）とその設立年は部 facebook（https://www.facebook.com/pg/
sciencebaton2005/about/?ref=page_internal）をもとに作成。2017年 9月 24日閲覧。チアリーダー
①の設立年は，大会パンフレット（公益社団法人日本チアリーディング協会 2018c: 8）を参照。

大阪電気通信大学
大学の過去の HP（https://web.archive.org/web/20110612124609/http://www.osakac.ac.jp/campuslife/
faq/council.html）を参照。2017年 9月 24日閲覧。

関西大学
応援団の所属と構成は大学 HP（http://www.kansai-u.ac.jp/global/support/club.html），沿革及びチア
リーダー①と吹奏楽部①の説明は部 HP（http://sennarikai.fc2web.com/rekisi.html），第二部の応援
団は交友会 HP（http://www.kandai-koyukai.com/2012/10/post-966.html），チアリーダー②と吹奏楽
部②は大学 HP（http://www.kansai-u.ac.jp/gakusei/activity/club.php）をもとに作成。2017年 9月 24
日閲覧。沿革は記念誌（田中 2006）と冊子（関西四私立大学応援団連盟 2017: 7）も参照。

関西外国語大学
大学 HP（http://www.kansaigaidai.ac.jp/campuslife/club/detail/）をもとに作成。チーム名と設立年
は，大会パンフレット（公益社団法人日本チアリーディング協会 2018a: 7）をもとに作成。2017
年 9月 25日閲覧。

近畿大学
大学 HP（http://club.kindai.ac.jp/club/ouen），チアリーダーのチーム名は部 twitter（@kindaicheer）
をもとに作成。2017年 9月 25日閲覧。沿革（近畿大学応援団 OG・OB会事務局 2011: 6; 14; 
16），チアリーダーの設立年（近畿大学応援団 OG・OB会事務局 2011: 22; 46），吹奏楽部の説明
（近畿大学応援団 OG・OB会事務局 2011: 16; 18; 42）は，記念誌を参照。なお，大会パンフレッ
ト（公益社団法人日本チアリーディング協会 2018a: 11）のチアリーダーの設立年には，2010年
とあり。

四天王寺大学 
大学 HP（http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/gakusei/club/cheer_leading.html）をもとに作成。2017年 9
月 25日閲覧。

摂南大学 
mixiコミュ（http://mixi.jp/view_community.pl?id=1917939）をもとに作成。2017年 9月 25日閲
覧。

梅花女子大学
大学 HPよりリンクのある部 HP（http://www.baika.ac.jp/~raiders/?page_id=167）をもとに作成。
2017年 9月 28日閲覧。
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阪南大学
チアリーダーについては大学 HP（http://www.hannan-u.ac.jp/club/st9plj00000011o8.html），阪南大
学応援団天美曻昂會については，twitter（@hannan_oendan）をもとに作成。2017年 9月 28日閲
覧。チアリーダーの設立年は，大会パンフレット（公益社団法人日本チアリーディング協会 
2018a: 10）を参照。

桃山学院大学 
大学 HP（http://www.andrew.ac.jp/clubnavi/sports/23.html）をもとに作成。2017年 9月 28日閲覧。

芦屋大学
大学 HP（http://www.ashiya-u.ac.jp/studentlife/club/）をもとに作成。2017年 9月 28日閲覧。

関西国際大学 
大学 HP（http://www.kuins.ac.jp/student/club.html）をもとに作成。2017年 9月 28日閲覧。

関西学院大学 
大学 HP（https://www.kwansei.ac.jp/students/students_000560.html#headline01）とその応援団総部の
詳細頁（https://www.kwansei.ac.jp/students/students_005936.html#headline01），沿革，チアリーダー
と吹奏楽部のそれぞれの説明は大学 HPよりリンクのある部 HP（https://kgucp.jimdo.com/応援団
総部紹介/）をもとに作成。チアリーダーのチーム名は部 twitter（@KG_DOLPHINS），吹奏楽部
の設立年は部 HP（http://member.kwangaku.net/kgusb/introduction.html）も参照。2017年 9月 28日
閲覧。

甲南大学
過去の応援団については，OB会甲雄会のブログの記事（https://ameblo.jp/konan-ouendan-ob/
theme4-10070031201.html）。チアリーダーは大学 HPにリンクのある部 HP（https://redgangers-
konancheer.jimdo.com）をもとに作成。2017年 9月 28日閲覧。チアリーダーの設立年は，大会
パンフレット（公益社団法人日本チアリーディング協会 2018a: 9）を参照。

甲南女子大学 
大学 HP（http://www.konan-wu.jp/nanjo/life/club/sport/cheer.html），及び部 twitter（@nanjo_cheer）
をもとに作成。2017年 9月 28日閲覧。チアリーダーの設立年は，大会パンフレット（公益社団
法人日本チアリーディング協会 2018c: 8）を参照。

神戸学院大学
チアリーダー①（http://www.kobegakuin.ac.jp/support/activity/organization/cheer.html），チアリー
ダー②（http://www.kobegakuin.ac.jp/support/activity/organization/baton.html）はそれぞれ大学 HP。
吹奏楽部は大学 HPにリンクのある部 HP（http://sound.jp/sininbrass/index.html）をもとに作成。
2017年 9月 28日閲覧。

神戸女学院大学 
2012年 10月 25日付の過去の HP（https://web.archive.org/web/20121025235205/http://www.venus-
kccl.jp:80/index.html）及び大学 HP （http://k-clip.kobe-c.ac.jp/activity/club/venus/）をもとに作成。
2017年 9月 28日閲覧。

園田学園女子大学 
大学 HP（http://www.sonoda-u.ac.jp/sonodanavi/club/cheerleading.html），及び部 HP（http://02.xmbs.
jp/viyakko/）をもとに作成。2017年 9月 29日閲覧。
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姫路獨協大学
同窓会会報（今井 1999）をもとに作成。

兵庫大学 
大学 HP（http://www.hyogo-dai.ac.jp/campus/club/taiiku/post_32.html）をもとに作成。2017年 9月
30日閲覧。

武庫川女子大学
大学 HP（http://www.mukogawa-u.ac.jp/mukojolife/club/detail47.htm）をもとに作成。2017年 9月
30日閲覧。チアリーダーの設立年は，大会パンフレット（公益社団法人日本チアリーディング
協会 2018b: 37）を参照。

流通科学大学
大学 HP（http://www.umds.ac.jp/life/club/phys/cheer.html）をもとに作成。2017年 9月 30日閲覧。

畿央大学 
大学 HP（http://www.kio.ac.jp/life/student/club/），及びチーム名は部 twitter（@__TINKERS）をも
とに作成。2017年 9月 30日閲覧。

天理大学  
大学 HP（ http://www.tenri-u.ac.jp/club/index.html）とその紹介頁（ http://www.tenri-u.ac.jp/club/
cheer/index.html）をもとに作成。2017年 9月 30日閲覧。過去の応援団及びチアリーダーの設立
年については大学広報誌（天理大学広報委員会広報部 2014: 4）を参照。

環太平洋大学
チアリーダー①は大学 HP（http://www.ipu-japan.ac.jp/athletic/club/cheerleading），及びチーム名は
部 twitter（@ipu_warriors），チアリーダー②は大学 HP（http://www.ipu-japan.ac.jp/athletic/club/
dance），吹奏楽部は大学 HP（http://www.ipu-japan.ac.jp/athletic/club/marchingband）をもとに作成。
2017年 9月 30日閲覧。チアリーダー①の設立年は 2016年 4月だが，大会パンフレット（公益
社団法人日本チアリーディング協会 2018b: 27）によると 2015年となる。

ノートルダム清心女子大学 
大学 HP（http://www.ndsu.ac.jp/life/club/sports.php）をもとに作成。2017年 10月 1日閲覧。

広島経済大学 
大学 HP（https://www.hue.ac.jp/campuslife/circle/sports/index.html）をもとに作成。2017年 10月 1
日閲覧。

広島国際学院大学
広島国際学院大学同窓会 facebook（2016年 9月 2日投稿）の記事（https://www.facebook.com/
hkg.aa.1927/posts/1499978723372248）をもとに作成。2017年 10月 1日閲覧。

広島修道大学 
大 学 HP（ http://www.shudo-u.ac.jp/club/index.html），沿 革 は 部 HP（ http://shudo-ouendan.com/
aboutus/index.html）をもとに作成。2017年 10月 1日閲覧。

福山大学
大学 HP（http://www.fukuyama-u.ac.jp/cmp-sports/club/dance-cheer.html）をもとに作成。2017年 10
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月 1日閲覧。

四国大学 
チアリーダー①（https://www.shikoku-u.ac.jp/campus-life/club/athletic/aerobi.html）とチアリーダー
②（https://www.shikoku-u.ac.jp/campus-life/club/athletic/baton.html）は，いずれも大学 HPをもと
に作成。2017年 10月 1日閲覧。

四国学院大学
大学 HP（http://www.sg-u.ac.jp/life_job/extra_activities/brassband/）をもとに作成。2017年 10月 1
日閲覧。

高松大学
大学 HP（http://www.takamatsu-u.ac.jp/camp/club/index.html）をもとに作成。2017年 10月 1日閲
覧。

松山大学 
大学 HP（https://www.matsuyama-u.ac.jp/club-category/club-taiiku/）とそこでの部の紹介（https://
www.matsuyama-u.ac.jp/club/club-14078/）。過去の応援団については松山大学 OB会の HPの記事
（https://www.onzankai.jp/post-1820/）をもとに作成。2017年 10月 1日閲覧。

九州共立大学 
大学 HP（http://www.kyukyo-u.ac.jp/campuslife/club.html），沿革の設立年は OBによる創立 50周
年の記事（https://ameblo.jp/kyourituouenndann/entry-12093364609.html），チアリーダーの設立年は
大学の紹介 HP（http://www.kyukyo-u.ac.jp/kyoritsu/2013/09/post-152.html）をもとに作成。2017年
10月 11日閲覧。

九州国際大学
八幡大学時代の応援団は，熊本学園大学の記念誌に転載されている全九州学生応援団連盟のポ
スター（熊本学園大学学生自治会応援団 1994: 17）を参照。「サポーター隊チアガール」 
は大学の過去の HP（https://web.archive.org/web/20100124205019/http://www.kiu.ac.jp:80/campuslife/
activities/index.html#athleticcircle）をもとに作成。2017年 10月 11日閲覧。

九州産業大学
大学 HP（http://www.kyusan-u.ac.jp/J/sad_html/circle/）をもとに作成。2017年 10月 11日閲覧。

九州女子大学 
大学 HP（http://www.kwuc.ac.jp/campus/circle.html）をもとに作成。2017年 10月 11日閲覧。

久留米大学 
大学 HP（https://www.kurume-u.ac.jp/site/gakusei-bun/gakuseika-club-taiiku.html），及びチーム名は
部 twitter（@cheer_windy）をもとに作成。2017年 10月 15日閲覧。過去の応援団については，
熊本学園大学の記念誌に転載されている全九州学生応援団連盟のポスター（熊本学園大学学生
自治会応援団 1994: 17）を参照。

西南学院大学
大学 HP（http://www.seinan-gu.ac.jp/campuslife/circle/cheer.html），チアリーダーのチーム名は部
facebook（https://www.facebook.com/seinan.hearties/）をもとに作成。2017年 10月 15日閲覧。
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西南女学院大学 
大学 HP（http://www.seinan-jo.ac.jp/juken/campus/club/）をもとに作成。2017年 10月 15日閲覧。

中村学園大学 
大学 HP（http://www.nakamura-u.ac.jp/studentlife/life/club_list.html）をもとに作成。2017年 10月
15日閲覧。設立年は大学広報誌（中村学園大学・中村学園短期大学部学長事務室 2002: 13）に
愛好会として記載されているものを参照。

日本経済大学
過 去 の 大 学 HP に 応 援 団（ https://web.archive.org/web/20160326090639/http://fukuoka.jue.ac.jp/
campus/club.html），及び応援団・チア（https://web.archive.org/web/20140821164902/http://fukuoka.
jue.ac.jp/dm/ouendan.html）として記載あり。チアリーダーは大学 HP（http://shibuya.jue.ac.jp/club/
danceclub.html）をもとに作成。2017年 10月 15日閲覧。

福岡大学 
大学 HP（https://www.fukuoka-u.ac.jp/activity/club/sports.html）。沿革は部 HP（https://fu-ouendan.
jimdo.com/應援團概要/），チアリーダーは部 HP（https://fu-ouendan.jimdo.com/應援團概要/）と大
学のプレスリリース（https://www.fukuoka-u.ac.jp/press/16/10/18151111.html）をもとに作成。チア
リーダーの設立年は前者では 1992年であるが，後者では 1991年となっている。吹奏楽部は部
HP（http://www.geocities.jp/fubb120percent/history.html）をもとに作成。2017年 10月 15日閲覧。
なお記念誌（福岡大学応援団 1990）も参照。

熊本学園大学 
大学 HP（http://www.kumagaku.ac.jp/circle/archives/4）をもとに作成。2017年 10月 16日閲覧。設
立年は創団 50周年記念誌（熊本学園大学学生自治会応援団 2014）をもとに計算。

日本文理大学
大学 HP（http://www.nbu.ac.jp/s_life/c_life/club.php），及びチーム名は部 HP（http://club-nbu.jp/
cheer）をもとに作成。2017年 10月 19日閲覧。チアリーダーの設立年は，大会パンフレット
（公益社団法人日本チアリーディング協会 2018b: 36）を参照。

別府大学 
大学 HP（https://www.beppu-u.ac.jp/life/circle/）をもとに作成。2017年 10月 19日閲覧。

立命館アジア太平洋大学 
2017年度正課外活動登録団体のファイル（http://www.ritsumeikan-trust.jp/file.jsp?id=287686&f=.
pdf）。チアリーダーの設立年は部 HP（http://www.apu.ac.jp/circle/golilies/history.htm）をもとに作
成。2017年 10月 19日閲覧。

鹿児島純心女子大学
大学 HP（http://www.k-junshin.ac.jp/jundai/ouen/campus-life/club-circle/）をもとに作成。2017年 10
月 19日閲覧。


